
　

先
日
、
本
市
に
お
け
る
令
和

効
果
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

官
邸
に
て
安
倍
総
理
大
臣
並
び

に
菅
官
房
長
官
に
ご
説
明
す
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

両
氏
と
も
本
市
の
動
向
に
関

心
を
強
く
さ
れ
、
的
確
な
ご
指

摘
や
ご
提
案
、
地
方
の
時
代
を

代
表
す
る
更
な
る
飛
躍
へ
の
激

励
も
受
け
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
は
総
理
の
本
市
訪
問

も
見
据
え
つ
つ
、
国
県
近
隣
自

治
体
と
の
連
携
を
更
に
強
め
、

息
の
長
い
発
展
に
繋
げ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
水
期
が
近
付
い
て
参
り
ま

し
た
。
新
た
な
取
組
と
し
て
災

害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

す
る
な
ど
備
え
に
全
力
を
挙
げ

て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

７
月
は

　

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

７
月
は

　

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間す

べ
て
は
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

　

知
ら
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い

―
―
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国分小校区自治協議会　会長

後藤　裕二　氏
ご　とう　　 ゆう　じ

まほろば市民大学
開講式

　初心者向けの生涯学習講座

である「まほろば市民大学」の

開講式が、5月23日㈭にプラム・

カルコア太宰府で開かれまし

た。受講生は、落語コース、煎

茶コース、写真コース、太極拳

コースのいずれかに所属し、互

いに交流し、自主的な運営を行

う学校形式で進みます。  

　のんびり四王寺山へ、自然をたっぷり深呼吸。

緑をかむ風と遊び、毎日のくらしの中でゆっくりと

野山の散策を楽しむことができる「だざいふ」に

居を移し、平成の時代を過ごしてまいりました。

　子どもたちの体力が、意外とひ弱な実態が明らかになっています。

　他人と比べる必要も無いのですが、人生を生きていくためには体

力・運動能力は豊かなほうが良いに決まっています。なぜ体力・運動

能力が落ちてきたのでしょうか。

　昨今の子どもの遊びについていえば、遊ぶ時間が短くなった・テレ

ビを見るなど室内の遊びが増えて戸外での遊びが少なくなった・遊び

のグループがつくりにくくなったなどいろいろな問題が挙げられます

が……

　ここでお父さん・お母さん・おじいちゃん・おばあちゃんの出番です。

『おしくらまんじゅう』『乗り馬』『エスケン』『かげふみ』などの昔遊

びを復活させようではありませんか。

　高齢者の健康意識も年々高まっており、体を動かす基本となる

ウォーキングをはじめ「ラジオ体操・運動教室」など、子どもに負けな

いぐらい頑張っています。

　遊びは、楽しさのためになされる、体力・運動能力を向上させる活

動です。

　熱中できる時間と仲間と空間を、そして、可能性をたくさん持った子

どもたちをはじめとする市民のための、「市民の森」などの整備充

実・環境醸成を進めていきたいものです。

　自然が美しい史跡のまち「だざいふ」が大好きです。

2019 年 7 月 1 日号

特　集

私のだざいふ

市政ニュース

まちのトピックス

表紙関連

７月は同和問題啓発強調月間です

〈人権政策課〉

太宰府市プレミアム付商品券に

関するお知らせ

〈産業振興課〉

梅雨時期を前に大雨による災害に

備えましょう（その２）

防災だより

〈防災安全課〉

中津市のくろかんくんから、

お手紙が届きました

〈経営企画課〉

10月1日から税務証明の取り扱い

を変更します

〈税務課・納税課〉

後期高齢者医療保険のお知らせ

〈国保年金課〉

市からのお知らせ
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職員災害対応机上訓練

　６月１日㈯、市役所において

市職員による災害対応机上訓

練を実施いたしました。今回の

訓練は被災者支援や、豪雨災

害が発生して被害状況が明ら

かになった後の復旧に向けて

の対応を机上で訓練するもの

で、災害時の対応能力を高め

るとともに、各自の役割と連携

を確認することを目的としたも

のです。

Contents
目　次
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　本市では筑紫女学園大学と連携し、学校に行きたくても行けない、あるいは学校以外でも学習したいと思う

子どもたちが安心して過ごせる居場所をつくり、子どもたちの自信とエネルギーの回復を目指す「キャンパス・スマ

イル事業」を行っています。

＜サポーター養成講座＞

　本事業では、筑紫女学園大学の学生が、ボラン

ティアスタッフ「スマイル・サポーター」となり、大学

内の施設を利用して居場所づくりを支援します。

　事業のスタートを前に、サポーター養成講座が５

月13日㈪に同大学で行われました。講座には約60人

の学生の皆さんが集まり、本市の不登校の現状や不

登校支援の心構えについて学びました。学生の皆さ

んは、全３回

の講座を受

講したのち、

伴走者として

子どもたちを

サポートしま

す。

＜協定締結式＞

　５月28日㈫には、中川正法筑紫女学園大学学長

と楠田市長により、本事業にかかる共同実施合意

書締結式が行われました。中川学長からは「この事

業が太宰府市活性化の一助となるとともに、学生の

成長と自己実現につながることを願います」とお言

葉をいただき、市長は「不登校の問題は全国的に

も、本市にとっても喫緊の課題です。子どもたちと

積極的に関わ

ろうとしてくだ

さる学生の皆

さんに感謝し

ます」と述べ

ました。

筑紫女学園大学との連携事業
「キャンパス・スマイル」事業を行っています

サポーター養成講座

安倍総理大臣に報告と要望太宰府市公式記念グッズを
手にする菅官房長官

原田環境大臣とともに
取材を受けました

協定締結式

楠田市長と市職員訪問団が首相官邸にて、
「令和」ゆかりの地の取り組み報告と要望を行いました

　新元号「令和」が発表されてから激動の日々であり

ましたが、それ以来初めて楠田市長と市職員訪問団

が上京し、首相官邸にて安倍晋三総理大臣と菅義偉

官房長官、原田義昭環境大臣に報告と要望をさせて

いただく機会を頂きました。

　国会での激論直後の大変お疲れのところ、かつイ

ラン外遊直前のご多忙のなか、貴重なお時間を割い

ていただき、本市への来訪数や経済効果などの報告

をまずお聞きいただきました。

　加えて、今回注目を頂いた大宰府政庁跡一帯は史

跡地特有の規制により飲食店や売店、駐車場の設置

など収益事業が困難である実情を伝え、その規制緩

和の必要性も訴えさせていただきました。

　令和ゆかりの地となった本市の動向については折

に触れて言及いただくなど既に関心をお持ちいただ

いており、楠田市長と市職員訪問団からの報告や提

案に対し大変的確で有意義ないくつかのご指摘やご

提案も頂きました。

　地方の時代の牽引役として頑張るよう期待と激励

も頂きましたので、しっかりと総理のご指摘やご提案

に応え、今回の要望の一つであります総理の本市訪

問もぜひ実現したいと思います。

なか がわ まさ のり
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　５月９日㈭、春日ドッグスクール（太宰府市北谷）の山本千絵さん

とシェパード犬ロディが市長を表敬訪問しました。山本さんとロディ

は３月の日本代表選考会で優勝し、10月にイタリアで開催される、訓

練されたシェパード犬による世界ドイツシェパード犬団体連盟主催Ｗ

ＵＳＶ世界選手権に出場します。

　「太宰府市は犬を連れて散歩する町並みが素晴らしい。世界大会で

好成績を残し、人間と犬との共生を太宰府市から発信していきたい」

と意気込みを語られました。

　５月25日㈯、26日㈰にプラム・カルコア太宰府で太宰府市文化協会

主催の「第27回春の祭典」が開催されました。

　今回のテーマは「飛び立とう創造の翼　未来へ」。ステージでは詩

吟や歌、楽器演奏、踊りなどがにぎやかに発表され、展示では華道、

書道、俳句などの作品が披露されました。

　お茶席や模擬店、体験コーナーなども開かれ、太宰府の文化芸術を

満喫できる二日間となりました。

　博多駅や福岡空港と太宰府を結ぶ太宰府ライナーバス「旅

人」が４月に利用者数300万人を突破し、あわせて運行開始から

５周年を迎えることを記念して、５月31日㈮に西鉄太宰府駅で

セレモニーが行われました。

　また、セレモニーとあわせて、５月31日㈮～６月２日㈰の期

間限定で、「旅人」を利用し「太宰府」バス停で下車した人に

「梅花の宴・大伴旅人手ぬ

ぐい」と「梅ヶ枝餅無料引

換券」が配布されました。

　太宰府ライナーバス「旅人」は平成26年４月の運行開始以来順調に

利用者数が増加しており、本年４～５月の10連休では１日の平均利用

者数が前年比約1.5倍となりました。新元号「令和」ゆかりの地として

も、今後ますます多くの人のご利用が期待されます。

　６月１日㈯、西日本鉄道株式会社初の観光列車「THE RAIL KITCHEN　 

CHIKUGO」のブランチの旅の運行がスタートしました。

　初日となったこの日、列車が西鉄太宰府駅ホームに到着すると、ブラン

チを味わいながら西鉄福岡（天神）駅から約40分の旅を楽しんだ乗客を、

地元の幼稚園児や小学生、高校生などが熱烈な歓迎で出迎えました。

WUSV世界選手権出場

太宰府市文化協会主催「第27回春の祭典」開催

太宰府ライナーバス「旅人」　乗車300万人突破&５周年記念セレモニー

西鉄観光列車「THE RAIL KITCHEN CHIKUGO」
ブランチの旅運行開始

山本さん（左）とロディ

ステージ発表

セレモニーのようす

た び 　 と

ザ   レ ー ル  　 　 キ ッ チ ン 　  チ ク ゴ

ザ    　 レ ー ル  　 　 　 キ ッ チ ン

やま もと　ち　  え

チ ク ゴ

ク スッ
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本市からの受賞者

緊急時貢献の部

壇　　和人

田中　浩喜

武藤　亜衣

四田　真博

　６月１日㈯、いきいき情報セ

ンターで福岡県福岡支部（鳥巣

正行支部長）の春季善行表彰伝

達式が行われ、受賞者の壇和人

さんが出席されました。

　壇さんは、川の土手から高齢

の女性が転落するのを発見し、

川に入り、気を失った女性の救

護活動を行われました。

　６月２日㈰、市体育センターにおいて、（公財）太宰府市文化スポーツ振興財団と九州プロレスの主催

によるプロレスの大会が開催され、激しい技の応酬やユーモア

たっぷりの立ち回りなど、迫力ある試合に、超満員の会場は観客

の熱気に包まれました。

　同団体は、「大好きな九州ばもっと元気にしたい!!」との思いで

活動を行っており、熱い試合のほかに、ちびっこプロレス教室や

市内の保育園や幼稚園、福祉施設のアウトリーチ（訪問）など

で、太宰府に「元気」と「笑顔」を与えてくれました。

　５月29日㈬～30日㈭の長崎県への修学旅行を前に、５月24日㈫に太

宰府南小学校で、戦争で亡くなった人へ捧げる千羽鶴が完成しまし

た。

　本年度は全校児童に加え、地域の皆さんにも432羽の折り鶴を折っ

ていただき、計1500羽の千羽鶴が完成しました。

　代表児童の皆さんは「全校児童と地域の皆さんの平和を願う気持ち

を、私たちが背負うので、責任重大だと思った」「平和の大切さにつ

いて真剣に考えたい」と話してくれました。

　修学旅行が終わったあとは、２日間で学んだことなどを、協力いた

だいた地域の皆さんへの報告を予定しています。

　かつて、時の記念日の日に水城小学校の生徒たちが、早朝決められ

た時刻に時計を持たずに都府楼跡（大宰府政庁跡）に集合する「時の

記念日の行事」が行われていました。その後、学校行事としては実施

されなくなりましたが、平成元年から卒業生たちによって復活したも

のです（市民遺産第６号に認定）。

　６月10日㈪早朝、都府楼跡に多くの人たちが集まり、先人たちから

伝えれてきた「時を大切に思う気持ち」、奈良時代に漏刻（水時計）

が置かれた「辰山」をのぞむ都府楼跡で行う意義が語られました。

一般社団法人日本善行会福岡県福岡支部の春季善行表彰伝達式

史跡のまちのスポーツ体験「太宰府ば元気にするバイ!!」九州プロレス太宰府大会

太宰府南小学校　折り鶴の寄贈

時の記念日の行事

賞状を手にする壇さん

完成した千羽鶴をお披露目する代表児童の皆さん

（敬称略）

だん　　　　 かず　と

 た なか　　 こう　き

 む とう　　　あ　い

よつ だ　　　まさ ひろ

とり す

まさ ゆき

だん かず と

ろう こく

とき やま

と　ふ　ろう

まちの ト ピ
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７月は
　同和問題啓発強調月間です
７月は
　同和問題啓発強調月間です

問い合わせ　人権政策課　人権・同和政策係（☎内線443・474）

同和問題の早期解決をめざして、国では部落差別のない社会を実現することを目的とした「部落差別の解

消の推進に関する法律」が平成28年12月に施行されました。この法律をふまえ、福岡県は本年３月に「福岡県

部落差別の解消の推進に関する条例」を施行しました。また、福岡県では毎年７月を「同和問題啓発強調月

間」と定め、各地でさまざまな行事や啓発イベントなどを実施し、差別をなくす取り組みを行っています。

この機会に、ご自分の人権意識を育むためにも、積極的に参加してみませんか。

期 間 中 の 主 な 行 事期 間 中 の 主 な 行 事

◇
市
主
催
講
演
会

日
時　

７
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
∼
11
時
30

分
⎝
午
前
９
時
30
分
開
場
⎠

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府　

市
民

ホ
ー
ル

〖
内
容
〗

演
題
「
母
か
ら
娘
へ　

娘
か
ら
子
へ　

今
、

伝
え
た
い
こ
と
∼
部
落
差
別
か
ら
人

権
を
考
え
る
∼
」

講
師　

坂
田
か
お
り
さ
ん
、
坂
田
愛
梨
さ
ん

　

す
べ
て
は
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
、
知
ら

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い…

。
そ
ん
な
思

い
か
ら
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
活
動

「
い
の
ち
輝
い
て
生
き
る
」
を
長
年
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
愛
梨
さ
ん
も
高
校
生
の
と
き

か
ら
母
親
の
か
お
り
さ
ん
の
講
演
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
若
い
感
性
で
自
ら
の
言
葉

で
語
る
こ

と
で
、
同

時
代
の
若

者
か
ら
も

圧
倒
的
な

支
持
を
受

け
て
い
ま

す
。

◇
人
権
ポ
ス
タ
ー
展

　

小
中
高
生
の
人
権
作
品
⎝
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
⎠
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

７
月
１
日
㈪
∼
31
日
㈬
ま
で

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
街
頭
啓
発

日
時　

６
月
24
日
㈪　

午
後
５
時
30
分
∼

場
所　

市
内
の
駅
前
３
カ
所
と
ス
ー
パ
ー 

マ
ー
ケ
ッ
ト
３
カ
所

◇
県
主
催
講
演
会

日
時　

７
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
開
演

場
所　

春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ　

ア

リ
ー
ナ
棟
２
階
大
ホ
ー
ル
⎝
春
日
市

原
町
３
丁
目
１

‐

７
⎠

演
題　

「
情
報
化
社
会
と
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」

講
師　

一
般
社
団
法
人
部
落
解
放
・
人
権
研

究
所
所
長　

谷
川
雅
彦
さ
ん

坂田かおりさん（右）、 愛梨さん

さ
か 

た

あ
い 

り

た
に 

が
わ 

ま
さ 

ひ
こ
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購入対象者購入対象者

①本年度の住民税が課税されていない人
　（基準日：本年１月１日）

　ただし、課税されている人（家族、配偶者など）

の被扶養者、生活保護の受給者は対象外です。

購入限度額

一人当たり２万５千円（販売額２万円）

※②の対象者は、上記の限度額×子どもの人数分

※５千円（販売額４千円）を１単位で購入することが

できます。

購入引換券送付時期

９月以降、審査が終わり次第随時発送

※購入時に必ず持参して下さい。

申請方法

①の対象者は、市から届く購入引換券交付申請書を

下記の期間内にご記入・ご返送下さい。

　 申請受付期間：７月中旬～12月31日㈫　消印有効

②の対象者は、購入引換券を直接送付します。

商品券使用可能店舗

　市内の店舗で商品券取扱店として登録された店舗（引換券送付時にお知らせします）

＜事業者の皆さんへ＞

　商品券取扱店として、多くの事業者の皆さんに登録をお願いいたします。申し込みは、太宰府市

商工会までお願いします。

太宰府市商工会が発行する「だざいふ得とく商品券」（プレミアム付商品券）」については、本年も

販売を予定しています。販売時期などは広報だざいふ8月１日号の折込チラシでお知らせします。

販売時期・場所

９月下旬～令和２年２月28日㈮

市内郵便局（東ヶ丘団地簡易郵便局を

除く8局。平日のみ）と、市役所（第2・4

土曜窓口サービス実施中のみ）で販売

使用可能期間

10月１日㈫～令和２年２月29日㈯

②３歳未満のお子さんがいる世帯の世帯主

⇒平成28（2016）年４月２日～令和元（2019）

年９月30日までに生まれたお子さんをお持

ちの人

太宰府市プレミアム付商品券に関するお知らせ

問い合わせ　プレミアム付商品券コールセンター

　　　　　　　　 ☎(921)9790（産業振興課　商工・農政係）

10月に予定されている消費税率10％への引き上げに伴い、住民税非課税者および乳幼児のいる子育て世帯に

対して、消費に与える影響を緩和すること、景気を下支えすることを目的として、プレミアム付商品券の販

売を行います。

※①と②の両方が対象となる人は、両方の条件で購入可能です。
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問い合わせ　 防災安全課　防災対策係（☎内線５１９・５３１）

梅雨時期を前に大雨による　災害に備えましょう！（その2）梅雨時期を前に大雨による　災害に備えましょう！（その2）

　

一
昨
年
の
７
月
九
州
北
部
豪
雨
、
昨
年
の
７

月
豪
雨
⎝
西
日
本
豪
雨
⎠
や
猛
烈
な
台
風
21

号
で

は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
年
も
そ
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

風
水
害
や
台
風
は
、
事
前
の
対
策
次
第
で
被

害
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
梅
雨
本

番
と
台
風
に
備
え
て
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
日

ご
ろ
の
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

　

梅
雨
の
集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭

い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
で
、
７
月
か
ら

梅
雨
末
期
に
か
け
て
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
予
測

は
困
難
で
土
砂
崩
れ
・
崖
崩
れ
・
河
川
の
氾
濫

な
ど
が
発
生
し
、
人
的
被
害
も
出
ま
す
。
四
王
寺

山
沿
い
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
や
警
戒
区

域
、
そ
の
周
辺
に
お
住
ま
い
の
人
、
御
笠
川
の
浸

水
想
定
区
域
や
川
沿
い
の
人
は
、
気
象
情
報
に

注
意
し
〝
命
„
を
守
る
対
策
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

●
わ
が
家
の
安
全
対
策
！

　

大
雨
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
次
の
よ
う
な

対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

①
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
気

象
情
報
に
、
く
れ
ぐ
れ
も

注
意
す
る
。

②
外
出
か
ら
早
く
帰
宅
し
、

家
族
に
連
絡
を
と
り
非
常

時
に
備
え
る
。

③
市
や
防
災
関
係
機
関
の
広

報
を
よ
く
聞
い
て
避
難
の

準
備
を
す
る
。

④
浸
水
に
備
え
、
家
財
道
具
な
ど
は
２
階
な
ど

の
安
全
な
場
所
へ
。

⑤
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
や
予
備

電
池
を
準
備
す
る
。

⑥
食
料
や
飲
料
水
な
ど
、
数
日
分
を
早
め
に
確

保
し
て
お
く
。

⑦
日
ご
ろ
か
ら
非
常
用
持
出
品
を
入
れ
た

リ
ュ
ッ
ク
を
準
備
し
て
お
く
。

⑧
危
険
な
地
域
で
は
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る

態
勢
を
と
っ
て
お
く
。

⑨
避
難
す
る
時
は
、
隣
近
所
に
必
ず
声
を
か
け

一
緒
に
避
難
す
る
。

⑩
万
が
一
避
難
が
遅
れ
た
ら
２
階
以
上
の
高
い

所
に
避
難
す
る
。⎝
山
や
崖
と
は
反
対
の
方
向
⎠

●
年
々
増
す
自
然
災
害
の
脅
威
に
備
え
て

　

昨
年
の
台
風
は
、
29

個
発
生
、
う
ち
16

個
接

近
、
５
個
上
陸
す
る
な
ど
、
発
生
・
接
近
・
上
陸

と
も
に
平
年
値
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
雨
や
台
風
接
近
時
は
防
災
行

政
無
線
や
広
報
車
の
災
害
情
報
や
避
難
情
報
が

聞
き
と
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
「
情
報
が
手
に
入
ら
な
い
」
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
、
市
の
「
災
害
情
報
等
配
信
サ
ー
ビ

ス
⎝
Ｖ-

ｎ
ｅ
ｔ
⎠
」
や
県
の
「
防
災
メ
ー
ル
・
ま

も
る
く
ん
」
へ
の
登
録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

災
害
時
の
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
方

法
な
ど
は
、
６
月
号
の
「
広
報
だ
ざ
い
ふ
」
７

ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

今
後
も
気
候
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
大
雨
の

発
生
頻
度
増
加
や
台
風
強
度
の
増
大
な
ど
、
過

去
の
統
計
や
経
験
が
通
用
し
な
く
な
る
事
態
が

生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
安
全
対
策
、
特
に
①
気
象
・

災
害
情
報
の
入
手　

②
非
常
持
出
品
の
準
備　

③
早
め
の
避
難　

に
よ
り
、
風
水
害
・
台
風
の

被
害
か
ら
自
分
、
そ
し
て
家
族
の
〝
命
„
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
に
備
え
る

　
　

梅
雨
本
番
、
大
雨
に
よ
る
風
水
害
や

　
　

台
風
に
要
注
意
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1時間に80ミリ以上の猛烈な雨が数時間続く。（記録的短時

間大雨情報が複数回発令される。）また、30ミリ以上の激しい

雨が長時間続く。

大規模な土石流の発生が予想される。

川などの増水による浸水被害に加えて、市内各所で冠水が発

生する。

短時間で警戒レベル３から警戒レベル５になる可能性が高い。

警戒レベル1もしくは2　⇒　災害警戒（気象情報の収集、自主避難所：プラム・カルコア太宰府[中央公

民館]、とびうめアリーナ[総合体育館]　開設など）

警戒レベル3もしくは4　⇒　避難対応（避難情報の発令、避難所開設など）

警戒レベル5　⇒　災害発生（災害状況の確認、情報収集、市民の救助、救急など）

※自衛隊など関係機関への協力要請

災害被害の取りまとめ、今後の対応方針の決定

被災者の生活支援　⇒　避難の受入れ、支援物資確保、供給など

※物資の集積所の確保、避難所運営の協力、対応人員の確保

応急措置　⇒　災害拡大、二次災害の防止など

※災害土砂などの集積場所

被災者の生活再建支援　⇒　住宅被害認定調査、罹災証明の発行、被災復旧作業のニーズの取りまと

め、災害ボランティアの受入れ、被災者支援制度などの情報提供、災害廃棄物の処理、仮設住宅確保など

※災害ボランティアセンターの設置場所、　災害廃棄物の集積場所、対応人員の確保

道路、河川などの復旧

梅雨時期を前に大雨による　災害に備えましょう！（その梅雨時期を前に大雨による　災害に備えましょう！（その

　

太
宰
府
市
内
で
最
大
規
模
の
降
雨
量

⎝
千
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
24

時
間
に
１

０
０
０
ミ
リ
⎠
で
発
生
す
る
災
害
状
況
や

被
害
を
想
定
し
て
、
警
戒
か
ら
災
害
発

生
、
復
旧
ま
で
の
市
、
関
係
機
関
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
対
応
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
⎝
仮
定
し
た
モ
デ
ル
を
作
成
⎠
し
ま
し

た
。　
　
　
　

　

近
年
、
想
定
を
超
え
る
豪
雨
災
害
の
発

生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
け
る
最
悪
な
豪
雨
災
害
を
想

定
し
、
迅
速
か
つ
適
正
に
対
応
す
る
た
め

の
備
え
や
体
制
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
で
土
砂
崩
れ
や
土

砂
流
出
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
三
条
二
丁
目

で
は
、
山
腹
に
新
た
な
治
山
ダ
ム
２
基
が

増
設
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
今
後
の
大
規
模
災
害
に
備
え

て
、
市
で
は
、
対
応
人
員
の
確
保
や
物
資

の
円
滑
な
確
保
の
た
め
、
県
外
の
自
治
体

や
民
間
流
通
会
社
と
協
定
を
結
ぶ
な
ど

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
大
規
模
の
降
雨
量
24
時
間
｟１
日
｠
に
１
０
０
０
ミ
リ
の

大
雨
が
降
っ
た
ら

太
宰
府
市
豪
雨
｟
大
雨
｠
災
害
シ
ミ
ュ
㆑
ー
シ
ョ
ン

※印は、太宰府市で決定もしくは準備を進めています。

■行政の対応の流れ

■予測される事態（想定）
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こんにちは！ 太宰府市のみなさん、お元気ですか。

今年は太宰府市と中津市が友好都市を結んで5周年。

中津市と合併する前の旧耶馬渓町の頃からだと、

17年目になりますね。

みなさんは中津市に来たことはありますか？

四季折々たくさんの見どころがあり、夏といえば

７月26日から28日に開催される中津祇園がおすすめです。

写真のような祇園車と呼ばれる山車が城下町を練り歩き、

夜の神社で行われる勇壮な練り込みは迫力満点です。

また、７月からの「はもフェア」開催中に、中津名物はも料理を

食べると素敵な景品が当たるかも！ ほかにも、耶馬渓では、

水上スキーやサイクリングで豊かな自然を楽しめます♪

是非中津に遊びにきてくださいね！

中津市公式キャラクター　　　　　　　　　　

くろかんくん　より　　　

中津市のくろかんくんから、
　　　　　　お手紙が届きました

問い合わせ　国際 ・交流課 （☎内線 482・485）

中津市はココ！

太宰府市役所2階国際・交流課にて、

中津・耶馬渓の「るるぶ」を無料配布中！

はもフェアの詳しい情報は中津耶馬渓観光

協会ホームページをチェックしてね！

中津祇園 （祇園車）

はも料
理

はも料
理

水上スポーツ体験

太宰府市イメージキャラクター

中津耶馬渓

観光協会ホームページ

中津耶馬渓

観光協会ホームページ

ゆめ 未来

ぎ 　 お ん ぐるま
だ 　 　 し

や 　 　 ば 　  け い
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9月30日まで(変更前)

代理人からの申請の場合は、委任状が必要。

ただし、

「同一世帯の親族」からの申請であれば

委任状は省略可。

代理人からの申請の場合は、委任状が必要。

「同一世帯の親族」からの申請でも、

委任状は必要。

10月1日から(変更後)

10月1日から税務証明の取り扱いを変更します10月1日から税務証明の取り扱いを変更します

問い合わせ 税務課　市民税係（☎内線330）

税務課　固定資産税係（☎内線332）

納税課　納税管理係（☎内線366）

なお、以下の場合は、これまでどおり委任状を省略できます。

１  納税管理人、相続人(※１)などが申請する場合

２  申請日時点の同一世帯（※２）の親族（※３）が市県民税にかかる所得証明、課税・非課税証明、営業

証明を申請し、使用目的が次の場合

(1)扶養申請　　(2)年金関係　　(3)確定申告　　(4)福祉関係　　(5)児童手当

(6)奨学金・授業料免除　　(7)就学支援金　　(8)官公庁提出

３  車検用軽自動車税納税証明を申請する場合

４  同一世帯（※２）員が申告用納付額証明を申請する場合

※１　相続人は、戸籍謄本など相続権を確認できる書類が必要です。

※２　同一世帯に限りますので、同住所にお住まいであっても別世帯の人が申請する場合は委任　

　　　 状が必要です。

※３　親族とは、配偶者、血族、姻族のことです。

　 法人の税務証明を申請する場合は、申請書または委任状に代表者の印（社名入りのもの）を押印

してください。

個人情報保護のため、「本人以外の人が税務証明を申請する場合」は、
原則委任状が必要です。

10月１日から同一世帯の親族が申請する場合の取り扱いが変わります。

注意点
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８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険

者
証
⎝
薄
紫
色
⎠
を
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
有
効
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月

31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い
有

効
期
間
で
交
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所
得
を
も
と

に
、
１
割
か
３
割
に
決
定
し
ま
す
。
通
常
１
割

で
す
が
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ

か
の
人
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
の
場
合
に
は
３
割
と
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
次
の
１
か
２
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
申
請
す
れ
ば
自
己
負
担
割
合
が
１
割

に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
６
月
に
通
知
し

て
い
ま
す
の
で
、
申
請
未
済
の
人
は
７
月
末

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上

で
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収

入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

２
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み

の
場
合
⎝
次
の
①
か
②
に
該
当
⎠

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70

歳
∼
74

歳

の
人
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０

万
円
未
満

　

現
在
の
限
度
額
適
用
認
定
証
や
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
⎝
以
下
認
定

証
等
⎠
の
有
効
期
限
も
７
月
末
日
で
す
。
こ
の

認
定
証
等
を
す
で
に
お
持
ち
の
人
で
、
本
年

度
も
同
じ
よ
う
に
認
定
証
等
を
発
行
で
き
る

人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
認
定
証

を
被
保
険
者
証
と
は
別
に
、
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　

新
た
に
認
定
証
等
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
市
役
所
窓
口
で
の
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〖
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
〗
負
担
割
合
が
３

割
の
人
の
中
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の
人

に
発
行
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
窓

口
に
提
示
す
る
と
、
入
院
か
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

〖
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

と
は
〗
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
に

該
当
す
る
人
に
発
行
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の

自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時

の
食
費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
「
平
成
31

年
度
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を

７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課　

公
費
医
療
係

　
　
　
　
　

 

⎝
☎

内
線
３
０
５
・
３
１
５
⎠

　

本
年
度
は
、
世
帯
の
所
得
状
況
に
あ
わ
せ

て
保
険
料
軽
減
措
置
⎝
被
保
険
者
均
等
割
の

８
・
５
割
、
８
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
⎠
を
行
い

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

だ
っ
た
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
後
２

年
間
、
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※

被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保

険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
を
さ
し
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※

均
等
割
額
が
８
・
５
割
軽
減
、
８
割
軽

減
に
該
当
す
る
人
は
、
そ
ち
ら
が
優
先

さ
れ
ま
す
。

※最高限度額６２万円、

　 10 円未満切り捨て

均等割額

※世帯の所得に応じて

　 軽減措置があります。

所得割額

総所得金額等

—３３万円（基礎控除額）

所得割率　10.83％

×

=

+

保険料

56,085 円

被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

限
度
額
適
用

･

標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
等
の
更
新
に
つ
い
て

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

均
等
割
額
の
軽
減

８月１から使用できる

新しい被保険者証

（薄紫色）

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す
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問い合わせ　高齢者支援課　介護保険係（内線370・371・372）

介護保険の軽減制度に関するお知らせ

生
計
が
困
難
な
人
へ
の
、
介
護
保
険

料
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減
制
度
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

介
護
保
険
料
の
減
免
⎝
減
額
⎠
制
度

介
護
保
険
料
が
第
２
段
階
ま
た
は
第

３
段
階
に
該
当
さ
れ
る
人
で
、
次
の
７

つ
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
場
合
に
、

保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
保

険
料
が
第
１
段
階
⎝
年
額
２
万
４
千
１

２
０
円
⎠
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※

７
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
年

間
を
通
じ
て
の
減
免
と
な
り
ま
す

が
、
８
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は

申
請
月
か
ら
の
減
免
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

負
担
限
度
額
認
定
制
度

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
た
り
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
た
り
す
る

と
、
居
住
費
・
食
費
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
居
住
費
・
食
費
に
つ
い

て
は
、
ご
本
人
に
よ
る
負
担
が
原
則
で

す
が
、
低
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
居
住

費
・
食
費
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま

す
。軽

減
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
２

つ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る
利
用
者
負

担
軽
減
制
度

生
計
が
困
難
な
人
が
、
軽
減
制
度
を

実
施
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
所
で

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

に
、
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
６

つ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
該
当
す
る
人
は

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
書
類
や
提
出
に
必
要
な
も
の
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

‹
要
件
›

①
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

②
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

あ
る

※

申
告
を
し
て
い
な
い
人
が
い
る

場
合
は
、
「
課
税
」
扱
い
と
な

り
ま
す
。

③
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
２

０
万
円
⎝
世
帯
員
１
人
増
毎
に

＋
40

万
円
⎠
以
下

※

年
間
収
入
額
は
、
年
金
、
子
か

ら
の
仕
送
り
な
ど
も
含
み
ま

す
。

④
預
貯
金
の
額
が
単
身
世
帯
で
60

万
円
⎝
世
帯
員
１
人
増
毎
に
＋

20

万
円
⎠
以
下

‹
要
件
›

①
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
人
全

て
が
市
民
税
非
課
税
者
で
あ
る

こ
と

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５

０
万
円
⎝
世
帯
員
１
人
増
毎
に

＋
50

万
円
⎠
以
下

③
預
貯
金
の
額
が
単
身
世
帯
で
３

５
０
万
円
⎝
世
帯
員
１
人
増
ご

と
に
＋
１
０
０
万
円
⎠
以
下

④
自
己
居
住
用
住
居
な
ど
の
日
常

生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に
活

用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
の
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い

‹
要
件
›

①
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
人
全

て
⎝
別
世
帯
の
配
偶
者
も
含

む
⎠
が
市
民
税
非
課
税
者
で
あ

る
こ
と

②
預
貯
金
や
有
価
証
券
、
現
金
の

合
計
額
が
、
単
身
者
は
１
千
万

円
以
下
、
配
偶
者
が
い
る
場
合

は
両
者
で
２
千
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

⑤
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い
、
ま
た
生
計
を
と
も

に
し
て
い
な
い

※

別
居
や
世
帯
分
離
の
場
合
で
も

確
認
の
対
象
に
な
り
ま
す

⑥
居
住
用
の
家
、
土
地
以
外
に
不

動
産
を
所
有
し
て
い
な
い

⑦
介
護
保
険
料
に
未
納
が
な
い

市
で
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
行
政
情

報
や
地
域
情
報
を
ま
と

め
た
「
太
宰
府
市
民
べ

ん
り
帳
」
を
株
式
会
社

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
共
同

で
発
行
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
官
民
共

同
に
よ
る
、
市
の
財
政

負
担
を
伴
わ
な
い
取
り

組
み
で
す
。
合
計
３
万

４
千
部
を
発
行
し
、
令

和
２
年
１
月
ご
ろ
に
市

内
の
全
世
帯
へ
無
料
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。

掲
載
広
告
を
募
集
し
ま
す

発
行
・
配
布
に
か
か

る
費
用
は
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
が
市
内
の

事
業
所
な
ど
か
ら
募
集

す
る
広
告
の
掲
載
料
で

ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
の
営
業
担
当
者
が
、

事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、

紙
面
に
掲
載
す
る
広
告

の
募
集
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
は

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

手続き問い合わせ　高齢者支援課　介護保険係（内線370・371・372）

介護保険の軽減制度に関するお知らせ

行政
広告に関する問い合わせ　株式会社サイネックス　☎（472）2217

べんり帳に関する問い合わせ　経営企画課　広聴広報係（内線514）

令和元年度「太宰府市民べんり帳」を官民共同で発行します
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８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
⎝
ピ
ン
ク
色
⎠

は
７
月
上
旬
か
ら
世
帯
主
宛
て
に

郵
送
し
、
８
月
か
ら
使
用
で
き
ま

す
。
古
い
保
険
証
⎝
青
色
⎠
は
、

８
月
に
入
っ
て
か
ら
市
に
返
却
す

る
か
、
細
か
く
裁
断
し
て
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

不
在
な
ど
で
保
険
証
を
受
け
取
れ

な
か
っ
た
場
合

●
７
月
15
日
ま
で
の
場
合

郵
便
局
か
ら
ピ
ン
ク
色
の
不
在

連
絡
票
が
投
函
さ
れ
ま
す
。
筑
紫

野
郵
便
局
で
保
管
し
て
い
ま
す
の

で
、
再
配
達
を
依
頼
す
る
か
、
不

在
連
絡
票
・
認
め
印
・
本
人
確
認

書
類
⎝
運
転
免
許
証
な
ど
⎠
を
持

参
し
、
筑
紫
野
郵
便
局
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
７
月
15
日
以
降
の
場
合

市
役
所
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

認
め
印
、
本
人
確
認
書
類
⎝
運

転
免
許
証
な
ど
⎠を
持
参
し
、
１
階

４
番
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

同
一
世
帯
以
外
の
人
の
窓
口
受

け
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

保
険
証
は
「
転
送
不
要
」
の
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
郵
便

局
に
転
送
届
⎝
転
居
届
⎠
を
提

出
し
て
い
て
も
届
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
国
保

年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
実
施
中

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
あ

る
と
保
険
証
の
更
新
が
で
き
ま
せ

ん
。
期
限
ど
お
り
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
納
税
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

納
税
課
⎝
☎
内
線

３
３
４
・
３
３
５
⎠

は
り
・
き
ゅ
う
受
療
証
の
更
新
申

請
も
お
忘
れ
な
く
！

は
り
・
き
ゅ
う
受
療
証
の
有
効

期
限
は
７
月
末
日
で
す
。
引
き
続

き
必
要
な
人
は
７
月
１
日
㈪
以
降

に
市
役
所
１
階
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
は
り
・
き
ゅ

う
受
療
証
の
申
請
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

必
要
な
も
の　

新
し
い
保
険
証
、

認
め
印

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
と
は

各
世
帯
の
支
払
限
度
額
区
分
が

記
載
さ
れ
た
認
定
証
の
こ
と
で
、

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

現
在
お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保

険
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
、
７

月
末
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。８

月
以
降
に
限
度
額
認
定
証
を

使
う
場
合
は
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

７
月
末
日
ま
で
有
効
な
証
を

持
っ
て
い
る
人
に
は
更
新
案
内
と

更
新
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

７
月
12

日
㈮
ま
で
に
郵
送
も
し
く

は
国
保
年
金
課
⎝
市
役
所
１
階
４

番
窓
口
⎠
ま
で
持
参
し
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
７
月
16

日
㈫
以
降
に
申

請
書
を
提
出
し
た
場
合
は
、
更
新

分
の
証
が
８
月
１
日
㈯
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
は
７
月
１
日
㈪
以
降
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
⎝
猶

予
⎠
制
度
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請

を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の

全
額
が
免
除
⎝
猶
予
⎠
、
ま
た
は

一
部
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
場
所　

市
役
所
１
階
国
保
年

金
課　

５
番
窓
口

持
ち
物　

認
印
、
離
職
票
、
年
金

手
帳
、
本
人
確
認
書
類

免
除
⎝
猶
予
⎠
期
間　

申
請
し
た

年
度
の
７
月
か
ら
翌
年
６
月
分

ま
で

●
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、

万
一
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
免
除
⎝
猶
予
⎠
さ
れ
た
保
険
料

は
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
保
険

料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（内線306）

南福岡年金事務所国民年金課　☎（552）6128

国民年金保険料免除（猶予）制度

手続き

手続き 手続き

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（内線312・313）　筑紫野郵便局　☎（922）6002

再配達なびダイヤル：固定電話（無料）☎0800（998）8000　携帯電話（有料）☎0570（0466）54

国民健康保険被保険者証を更新します

新しい保険証のイメージ

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（内線311・320）

国民健康保険限度額適用認定証の
更新について

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 14広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）



試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

試
験
期
日

第
一
次
試
験

９
月
22
日
㈰　

福
岡
女
子
短
期

大
学
⎝
太
宰
府

市
五
条
四
丁
目

16
番
１
号
⎠

第
二
次
試
験

10
月
27
日
㈰　

太
宰
府
市
役
所

⎝
予
定
⎠

第
三
次
試
験

11
月
24
日
㈰　

太
宰
府
市
役
所

⎝
予
定
⎠

申
込
受
付
期
間

７
月
22
日
㈪
∼

８
月
19
日
㈪
必

着
試
験
案
内
配
布
場

所　

太
宰
府
市

役
所
３
階
総
務

課
、
い
き
い
き

情
報
セ
ン
タ
ー

‹
令
和
２
年
太
宰
府
市
成
人
式
›

日
時　

令
和
２
年
１
月
12
日
㈰　

午
後
２
時
∼
４
時
⎝
受
付
：
午

後
１
時
30
分
∼
⎠

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府　

市
民
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
11
年
４
月
２
日
∼
平

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

‹
実
行
委
員
募
集
›

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
中
か

ら
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
す
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
思
い

出
に
残
る
成
人
式
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！ 

お
友
達

と
一
緒
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

内
容　

令
和
２
年
１
月
12
日
㈰
に

開
催
す
る
成
人
式
の
企
画
・
運

営
対
象　

平
成
11
年
４
月
２
日
∼
平

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

で
、
８
月
末
か
ら
の
数
回
の
会

議
と
本
市
の
成
人
式
に
参
加
で

き
る
人

募
集
人
数　

10
人
程
度

募
集
締
切　

８
月
16
日
㈮

市
内
認
可
保
育
園⎝
所
⎠
13
園
合
同

の
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

各
認
可
保
育
園
の
個
別
ブ
ー
ス

で
、園
の
特
色
や
仕
事
内
容
な
ど
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。園
に

よ
っ
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
や

短
時
間
勤
務
、
週
３
日
程
度
の
勤

務
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

保
育
士
だ
け
で
な
く
、
看
護

師
、
栄
養
士
も
若
干
名
募
集
し
ま

す
の
で
、
転
職
を
お
考
え
の
人
、
子

育
て
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る

人
、
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど

未
経
験
の
人
、
実
習
先
を
検
討
中

の
学
生
な
ど
、
ま
ず
は
話
を
聞
い

て
み
た
い
と
い
う
人
も
大
歓
迎
で

す
。
託
児
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

７
月
20
日
㈯
午
後
１
時
∼

３
時
⎝
事
前
申
込
不
要
⎠

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
⎝
２
０

５
‚
２
０
６
‚
２
０
７
⎠

参
加
保
育
所　

ご
じ
ょ
う
保
育

所
、
南
保
育
所
、
保
育
所
太
宰

府
園
、
水
城
保
育
園
、
星
个
丘

保
育
園
、
筑
紫
保
育
園
、
お
お

ざ
の
保
育
園
、
都
府
楼
保
育

園
、
こ
く
ぶ
保
育
園
、
ゆ
た
か

保
育
園
、
水
城
青
稜
保
育
園
、

す
ず
ら
ん
保
育
園
、
ゆ
た
か

S
e
c
o
n
d

保
育
園

行政行政

行政問い合わせ　総務課人事係（内線508・509）

令和元年度　太宰府市職員採用試験案内【令和2年4月1日任用予定分】

問い合わせ　保育児童課　保育所係（内線319）

認可保育園（所）13園合同
就職説明会

申し込み・問い合わせ
社会教育課　社会教育係（内線452）

令和２年太宰府市成人式日程・
成人式実行委員募集のお知らせ

試験区分

一般事務Ｄ
( 高卒枠 )

１人程度

１人程度
一般事務Ｅ
( 障がい者枠 )

採用予定 受験資格

平成11年4月2日から
平成14年4月1日までに生まれた人

保育士Ｆ ３人程度

昭和59年4月2日以降に生まれた人
障害者手帳を有する人

平成3年4月2日以降に生まれた人
保育士資格を有する人、または
令和2年3月31日までに保育士資格を取得見込みの人

保健師Ｇ １人程度
平成5年4月2日以降生まれた人
保健師資格を有する人、または
令和2年3月31日までに保健師資格を取得見込みの人

建築技師Ｈ １人程度
昭和59年4月2日以降に生まれた人
民間企業などにおいて正職員として職務経験を
通算して5年以上有する人（平成31年3月31日時点）

市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/15 広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）



市
で
は
「
太
宰
府
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
特
に
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
と
き
に
被
害
が
大
き
い
と

予
測
さ
れ
る
、
昭
和
56

年
以
前
⎝
旧
耐

震
基
準
⎠
の
木
造
戸
建
て
住
宅
に
対
し

て
、
耐
震
改
修
な
ど
の
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
耐
震
改
修
工
事
に
加
え
、
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
防
災
ベ
ッ
ド
の

購
入
お
よ
び
設
置
に
つ
い
て
も
補
助
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
住
む
家
」
の

耐
震
化
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

対
象
と
な
る
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

・
昭
和
56

年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
ま

た
は
着
工
し
た
市
内
の
木
造
戸
建
て

住
宅

・
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
耐
震
性

に
乏
し
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の

対
象
者

住
宅
の
所
有
者
⎝
所
有
者
の
承
諾
が

あ
れ
ば
居
住
者
も
可
能
⎠

対
象
経
費

・
耐
震
改
修
に
か
か

る
工
事
費
お
よ
び

こ
れ
に
伴
う
設
計

費
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
の
購
入
お
よ
び

設
置
費

※
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・

防
災
ベ
ッ
ド
の
購

入
お
よ
び
設
置
費

の
補
助
は
、
高
齢

者
な
ど
⎝
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
⎠
に
限
り
ま

す
。

①
65

歳
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

⑤
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人

対
象
要
件

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い

・
空
き
家
で
な
い

補
助
金
額

耐
震
改
修
工
事
費
用　

50

％
⎝
上
限
60

万
円
⎠

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
防
災
ベ
ッ
ド

の
購
入
お
よ
び
設
置
費
用　

46

％

⎝
上
限
30

万
円
⎠

※

耐
震
改
修
工
事
と
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
の
購
入
お
よ
び
設
置
を
合
わ
せ

て
行
う
場
合
、
上
限
額
は
60

万
円
と

な
り
ま
す
。

※

過
去
に
こ
の
補
助
制
度
に
よ
る
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
住
宅
は
、

補
助
対
象
外
で
す
。

募
集
件
数　

５
件
⎝
先
着
順
⎠

※
募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
受
け

付
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
限　

12

月
末
日
ま
で

※

年
度
内
に
工
事
完
了
実
績
報
告
書
の

提
出
お
よ
び
額
の
確
定
を
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
期
限
間
際

に
申
請
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
の
受

付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

こ
の
制
度
の
ほ
か
に
も
、
固
定
資
産

税
の
減
額
⎝
税
務
課
⎠
や
所
得
税
の
控

除
⎝
筑
紫
税
務
署
⎠
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
・
市
木
造
戸

建
て
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
交
付
規
則

⎝
申
請
様
式
含
む
⎠
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

手続き申し込み・問い合わせ　都市計画課　都市計画係（内線466・426）

木造戸建て住宅耐震改修補助制度を実施しています

防災ベッドの一例

耐震シェルターの一例

基礎の追加施工の一例

強金具の一例

壁補強の一例

木造戸建て住宅の耐震改修の流れ

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 16広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）

昭和56年5月31日以前に建築または

着工した木造戸建て住宅である

耐震改修などが必要

Ｉｗ値＜1.0　倒壊の可能性がある

都市計画課との事前協議

・本制度の説明　　・諸要件の確認

申請手続きへ

耐震改修等補助の対象外です

いいえ

耐震改修補助等の対象外です

上部構造評点
（Ｉｗ値）：1.0以上

はい

上部構造評点（Ｉｗ値）：1.0未満

耐震診断を受けてください

◎生涯あんしん住宅住まいの安心リフォームアドバイ
ザー派遣事務局
診断料　3千円～6千円
◎福岡県住宅リフォーム協会事務局
診断料　3千円～6千円
◎民間の建築業者、設計事務所など

＜問い合わせ＞
生涯あんしん住宅住まいの安心リフォーム
アドバイザー派遣事務局
☎（582）8061

福岡県住宅リフォーム協会事務局
☎0120-782-783



市
で
は
、
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
倒
壊
被
害
を
な
く
す
た
め
、
道

路
に
面
す
る
特
に
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
撤
去
を
行
う
所
有
者
・
管
理
者

に
対
し
、
撤
去
工
事
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

申
請
に
あ
た
っ
て

・
申
請
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
都
市
計

画
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

に
該
当
す
る
か
、
市
職
員
に
よ
り
事

前
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

・
申
請
前
に
工
事
着
手
し
た
も
の
ま
た

は
す
で
に
完
了
し
て
い
る
も
の
は
対

象
外
で
す
。

対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

高
さ
が
１
ｍ
以
上
の
道
路
に
面
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、

診
断
カ
ル
テ
に
よ
り
総
合
評
点
40
点
未

満
の
た
め
、
特
に
危
険
で
あ
る
と
診
断

さ
れ
た
も
の
。

※

れ
ん
が
造
、
石
造
、
そ
の
他
組
積
造

に
よ
る
塀
⎝
フ
ェ
ン
ス
な
ど
と
の
混

用
の
場
合
も
含
む
⎠
お
よ
び
門
柱
も

対
象

※

特
定
の
人
が
通
行
す
る
私
道
に
面
し

て
い
る
も
の
、
隣
地
と
の
境
に
あ
る

も
の
は
対
象
外

対
象
者
お
よ
び
対
象
要
件

・
対
象
者　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有

者
ま
た
は
管
理
者

・
対
象
要
件
⎝
次
の
３
つ
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
⎠

①
同
一
敷
地
に
お
い
て
、
こ
の
補
助
金

の
交
付
を
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
な

い
こ
と　

②
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と

補
助
金
額　

撤
去
工
事
費
用
の
50
％

⎝
上
限
10
万
９
千
円
⎠

※

再
築
費
用
は
対
象
外

募
集
件
数　

５
件(

先
着
順)

※

募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
は
受
け
付

け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
限　

12
月
末
日
ま
で

※
年
度
内
に
工
事
完
了
実
績
報
告
書
の

提
出
お
よ
び
額
の
確
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
期
限
間
際

に
申
請
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
の
受

付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
診
断
や
点
検
方
法
に

関
す
る
相
談
窓
口
一
覧

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
有
料
の
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

・
一
般
社
団
法
人 

福
岡
県
建
築
士
事

務
所
協
会

 

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
３-

14-

18

福
岡
建
設
会
館
５
階

 

☎⎝
４
７
３
⎠７
６
７
３

・
公
益
社
団
法
人 

日
本
エ
ク
ス
テ
リ
ア

建
設
業
協
会 

福
岡
県
支
部 

事
務
局

福
岡
市
東
区
若
宮
５-

９-

８

☎⎝
６
７
３
⎠０
４
０
１

・
全
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
工

業
組
合

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１-

２-

５

日
之
出
ビ
ル
博
多
駅
前
９
０
１
号
室

☎⎝
４
１
３
⎠１
６
３
６

※

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
す
る
詳
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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手続き申し込み・問い合わせ　都市計画課　都市計画係（内線466・426）

ブロック塀等撤去補助制度を実施しています
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１　

生
垣
推
進
補
助
金
制
度

公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に

生
垣
を
作
る
場
合
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

申
請
対
象　

市
内
全
域
で
公
道
に

直
接
面
し
た
部
分

補
助
対
象
物
件　

全
長
３
ｍ
以
上

連
続
し
て
設
置
す
る
生
垣
⎝
常

緑
樹
の
み
⎠
で
外
部
か
ら
眺
望

で
き
る
も
の

補
助
金
額　

延
長
３
ｍ
以
上
４
ｍ

ま
で
は
５
千
円
、
４
ｍ
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
は
10 
cm
増
す

ご
と
に
２
０
０
円
を
加
算
し
た

額
で
、
市
の
予
算
の
範
囲
内

注
意
事
項

既
存
の
生
垣
の
造
り
替
え
な
ど

や
、
隣
地
と
の
境
界
に
施
工
す

る
生
垣
は
対
象
外

２　

歴
史
的
市
街
地
の
緑
化
推
進

事
業
⎝
太
宰
府
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
⎠

歴
史
的
風
情
が
次
第
に
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
門
前
・
ど
ん
か
ん
道
・

参
詣
道
・
日
田
街
道
の
道
沿
い
へ

の
新
規
緑
化
に
対
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
対
象
と
な
る
場
所

左
記
Ａ
・
Ｂ
す
べ
て
満
た
す
範
囲

Ａ
：
図
に
点
線
で
示
す
道
筋
沿
い

〖
日
田
街
道
・
ど
ん
か
ん
道
・

参
詣
道
〗

Ｂ
：
上
記
Ａ
の
道
路
境
界
か
ら
５

ｍ
の
範
囲
で
、
塀
な
ど
で
遮
断

さ
れ
ず
外
部
か
ら
容
易
に
眺
望

で
き
る
も
の

対
象
樹
種　

太
宰
府
市
景
観
計
画

で
「
お
す
す
め
樹
種
」
に
指
定

す
る
万
葉
樹
種
お
よ
び
在
来
の

樹
木
な
ど
で
日
本
庭
園
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
季
節
感
な
ど
で
好

ま
し
い
樹
種
。

補
助
金
額 

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
で
、
市
の
予
算
の
範
囲

内
注
意
事
項 

申
請
か
ら
交
付
決
定

ま
で
に
１
∼
２
カ
月
程
度
を
要

し
ま
す
。
契
約
お
よ
び
着
工
は

交
付
決
定
日
以
降
で
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
支
援
計
画

⎝
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
⎠
に
基
づ
き
、

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
が
在
宅
で

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
」
「
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
」
を
開
設
す

る
事
業
者
を
各
１
カ
所
公
募
し
ま

す
。

応
募
受
付
期
間

７
月
８
日
㈪
∼
31
日
㈬

午
前
８
時
30
分
∼
午
後
５
時

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
⎝
持
参
の

み
受
け
付
け
ま
す
⎠

応
募
方
法　

公
募
要
領
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
公
募
要
領
お
よ
び

提
出
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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応
募
受
付
場
所　

高
齢
者
支
援
課

介
護
保
険
係
⎝
市
役
所
１
階
⎠

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
」
と
は

24
時
間
体
制
で
必
要
に
応
じ
て

決
ま
っ
た
時
間
に
自
宅
を
巡
回

し
、
日
常
生
活
の
お
世
話
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
通
報
を
受
け
る
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
お
り
、
緊
急

の
際
は
随
時
訪
問
を
行
い
ま
す
。

⎝
要
支
援
認
定
者
は
対
象
外
⎠

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」

と
は「

通
い
」
を
中
心
に
本
人
の
状

態
や
希
望
に
応
じ
て
「
訪
問
」
や

「
泊
ま
り
」
を
組
み
合
わ
せ
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

行政

行政

申し込み・問い合わせ　都市計画課　景観・歴史のまち推進係（内線424・425）

緑化費用の補助を行っています

問い合わせ　高齢者支援課　介護保険係（内線370・371・372）

地域密着型サービス事業者
（定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅介護）を公募します
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日
本
脳
炎
は
、
日
本
脳
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
蚊
⎝
コ
ガ
タ
ア

カ
イ
エ
カ
⎠
を
媒
介
し
て
感
染
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
人
か
ら
人

へ
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
蚊
の
活
動
が
活
発
に
な
る
夏

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
日

本
脳
炎
の
予
防
と
し
て
、
早
め
の

予
防
接
種
や
外
出
の
際
に
は
、
蚊

除
け
剤
の
使
用
や
長
袖
・
長
ズ
ボ

ン
の
着
用
な
ど
、
蚊
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
な
対
策
が
大
切
で
す
。

予
防
接
種
⎝
全
４
回
・
無
料
⎠

‹
生
後
６
カ
月
∼
90

カ
月
⎝
７
歳

６
カ
月
⎠
に
至
る
ま
で
›

・
１
期
初
回
：
６
日
以
上
、
標
準

的
に
は
６
∼
28

日
間
隔
で
２
回

接
種

・
１
期
追
加
：
１
期
初
回
終
了
後

６
カ
月
以
上
、
お
お
む
ね
１
年

の
間
隔
を
お
い
て
１
回
接
種

‹
９
歳
∼
13

歳
未
満
›

・
２
期
：
１
回
接
種

予
防
接
種
の
特
例
対
象
者

予
防
接
種
の
積
極
的
な
案
内
が

控
え
ら
れ
た
時
期
に
該
当
す
る
人

は
、
不
足
回
数
分
を
定
期
接
種
と

し
て
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

‹
平
成
７
年
４
月
２
日
∼
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
の

内
、
20

歳
未
満
の
人
›

20

歳
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
全

４
回
の
接
種
の
内
、
不
足
回
数
分

を
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
⎝
た
だ
し
、
２
期

は
９
歳
か
ら
の
接
種
と
な
り
ま

す
⎠

‹
平
成
19

年
４
月
２
日
∼
平
成
21

年
10

月
１
日
生
ま
れ
の
人
›

７
歳
６
カ
月
に
至
る
ま
で
の
間

に
第
１
期
の
３
回
の
接
種
を
完
了

で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
不
足

回
数
分
を
第
２
期
の
対
象
年
齢

⎝
９
歳
∼
13

歳
未
満
⎠
の
間
に
定

期
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
は
指
定
医
療
機

関
の
個
別
接
種
で
行
い
ま
す
⎝
要

予
約
⎠
。
必
ず
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
医
療
機
関
に
ご
相
談
の

上
、
接
種
の
際
に
は
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
、
小
学
生
か
ら

大
学
生
ま
で
の
自
主
学
習
の
場
と

し
て
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
の
研
修
室
・
会
議
室
を
開
放
し

ま
す
。

開
放
期
間　

７
月
20

日
㈯
∼
８
月

25

日
㈰
⎝
休
館
日
は
除
く
⎠

開
放
時
間　

午
前
９
時
∼
正
午
、

午
後
１
時
∼
５
時

※

利
用
は
施
設
の
空
き
が
あ
る
時

間
帯
に
限
り
ま
す
の
で
、
期
間

中
で
も
利
用
で
き
な
い
日
が
あ

り
ま
す
。

開
放
場
所　

開
放
す
る
部
屋
に
つ

い
て
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太

宰
府
窓
口
に
て
、
前
週
の
金
曜

日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

７
月
16

日
㈫　

午
前
９
時
30

分
∼
11

時
30

分
、
午
後
０
時

30

分
∼
４
時

会
場　

西
鉄
五
条
駅　

ロ
ー
タ
リ
ー

対
象　

男
性
は
17

歳
∼

69

歳
、
女
性
は
18

歳

∼
69

歳

※

65

∼
69

歳
は
60

∼
64

歳
ま
で
に
献
血
の
経

験
が
あ
る
人
の
み
。

市
内
中
学
生
が
協
力

し
て
作
り
出
す
感
動
の

ス
テ
ー
ジ
、
ぜ
ひ
一
度

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
開
演

⎝
入
場
無
料
⎠

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル

コ
ア
太
宰
府　

市
民

ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
部　

筝
曲
演
奏

第
２
部　

各
中
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏

第
３
部　

四
中
学
校

３
年
生
合
同
演
奏

教育

文化

健康

健康

問い合わせ　元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

日本脳炎の対策はお済みですか

問い合わせ　元気づくり課

保健センター　☎（928）2000

献血にご協力ください

問い合わせ　文化学習課

文化学習係　☎（921）2101

夏休み学習室開放

問い合わせ　学校教育課　指導係（内線459）

第29回太宰府市立
四中学校合同演奏会
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放
送
大
学
と
コ
ラ
ボ
し
た
教
育
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

親
は
子
ど
も
と
ど
の
よ
う
に

「
絆
」
を
作
っ
て
い
け
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
安
全
や

安
心
を
求
め
て
親
に
対
し
抱
く
親

密
な
絆
を
愛
着
⎝
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
⎠
と
い
い
、
こ
の
絆
の
あ
る
関

係
を
愛
着
関
係
と
い
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
に
極
め
て
重
要

な
愛
着
関
係
を
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
21

日
㈬　

午
後
１
時

30

分
開
会
⎝
開
場　

午
後
１

時
⎠

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府　

市
民
ホ
ー
ル

※

申
込
不
要
・
無
料

講
師　

針は
り

塚づ
か　

進
す
す
む

⎝
九
州
大
学
名

誉
教
授
・
筑
紫
女
学
園
大
学
特

任
教
授
、
専
門
：
臨
床
心
理

学
⎠

食
事
、
排
せ
つ
、
睡
眠
な
ど
の

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
、
子
ど
も

が
小
さ
い
う
ち
か
ら
身
に
つ
け
て

い
く
大
切
さ
や
方
法
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

講
座
名
「
基
本
的
生
活
習
慣
に
つ

い
て
」

日
時　

７
月
29

日
㈪　

午
前
10

時

∼
11

時
30

分

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
室

対
象　

在
宅
の
０
∼
６
歳
⎝
就
学

前
⎠
の
保
護
者

講
師　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
保

育
士

申
込
締
切　

７
月
25

日
㈭　

午
後

５
時
ま
で

定
員　

15

組
⎝
先
着
順
⎠

※

要
申
込
・
受
講
料
無
料

※

託
児
あ
り
⎝
要
申
込
⎠

持
ち
物　

お
茶
、
オ
ム
ツ
、
着
替

え
⎝
託
児
の
あ
る
人
⎠
な
ど

昨
年
新
し
く
市
民
遺
産
と
な
っ

た
「
梅
香
苑
夏
ま
つ
り
子
ど
も
み

こ
し
」
を
は
じ
め
、
認
定
さ
れ
て
い

る
太
宰
府
市
民
遺
産
全
14

件
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

会
期　

７
月
13

日
㈯
∼
９
月
16

日

⎝
月
・
祝
⎠※

月
曜
休
館
⎝
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
⎠

会
場　

文
化
ふ
れ
あ
い
館　

１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

※

入
場
無
料

〈会期中の主な市民遺産行事のお知らせ〉

各市民遺産に関連する行事日程です。詳しくは、

景観・市民遺産会議　（http://www.市民遺産.jp/）で

ご確認ください。

教育子育て

文化

問い合わせ　学校教育課　指導係（内線449）

教育講演会「親子の愛着関係と子どもの発達」
－子育てのヒントがここに－申し込み・問い合わせ

元気づくり課（子育て支援センター）

　　　　　　　　　☎（919）6001　 　（919）6016

にこにこ講座

FAX

問い合わせ　文化財課　調査係（内線472）

認定！太宰府市民遺産展

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 20広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）

HP

７月１３日（土）

８月１０日（土）

９月１４日（土）

万葉集講座

（市民遺産第５号 「万葉集つくし歌壇」）

場所：太宰府館まほろばホール

７月１４日（日）

９月  ８日（日）

木うそ絵付け体験

（市民遺産第１号 「太宰府の木うそ」）

場所：太宰府館２階体験工房

７月１５日（月・祝）

隈麿墓夏まつり

（市民遺産第７号 「隈麿公のお墓」）

場所：榎区納骨堂敷地内（朱雀３丁目）

９月１日（日）
八朔の千燈明（市民遺産第２号）

場所：太宰府天満宮楼門前

８月３日（土）

梅香苑夏まつり子どもみこし

（市民遺産第 14 号）

場所：梅香苑区

隈麿墓夏まつり（市民遺産第７号）

梅香苑夏まつり子どもみこし
（市民遺産第14号）



期
日　

８
月
25

日
㈰

公
演　

午
後
２
時
∼
４
時
終
演
予

定
⎝
開
場　

午
後
１
時
15

分
⎠

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
市
民
ホ
ー
ル
〖
全
席
自
由
〗

申
込
方
法　

要
入
場
券
⎝
無
料
⎠

応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
、
ひ
と

り
１
通
ま
で
と
し
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

未
就
学
児
も
入
場
可
⎝
２
歳
以

下
は
、
ひ
ざ
上
鑑
賞
に
限
り
入

場
券
不
要
⎠

応
募
締
切　

７
月
31

日
㈬

※

当
日
消
印
有
効

※
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
対
象
事

業

親
子
で
調
理
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
家
で
は
な
か
な
か
包
丁
を
持

つ
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に

調
理
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー

・
ふ
り
ふ
り
お
に
ぎ
り

・
鶏
肉
の
ト
マ
ト
煮

・
コ
ー
ン
と
卵
の
ス
ー
プ

・
み
か
ん
ゼ
リ
ー

日
時　

７
月
23

日
㈫
午
前
10

時
∼

午
後
１
時

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

調
理
室

対
象　

３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
と
保
護
者
⎝
市
民
⎠

定
員　

20

組
⎝
先
着
順
⎠

参
加
費　

一
人
に
つ
き
４
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、

ふ
き
ん
⎝
食
器
用
・
台
ふ
き

用
⎠
各
１
枚
、
三
角
巾

申
込
期
間　

７
月
５
日
㈮
∼
16

日

㈫

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※

託
児
あ
り⎝
要
予
約
、
先
着
順
⎠

※

食
生
活
改
善
推
進
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
教
室
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー

・
ス
パ
イ
シ
ー
豚
肉
ロ
ー
ル

・
な
す
の
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
和
え

・
ト
マ
ト
の
ス
ー
プ

・
マ
ン
ゴ
ー
ゼ
リ
ー

日
時　

８
月
８
日
㈭
午
前
10

時
∼

午
後
１
時

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

調
理
室

対
象　

市
民

定
員　

30

人
⎝
先
着
順
⎠

参
加
費　

５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・

ふ
き
ん
⎝
食
器
用
・
台
ふ
き

用
⎠
各
１
枚
・
三
角
巾

申
込
締
切　

７
月
31

日
㈬

※

託
児
あ
り⎝
要
予
約
、
先
着
順
⎠

※

食
生
活
改
善
推
進
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
教
室
で
す
。

旬
の
野
菜
は
栄
養
価
が
高
く
、
新
鮮
で
お
い
し
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
タ
ミ
ン
は
体
の
調
子
を
整
え
る

働
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。
夏
野
菜
料
理
に
興
味
の
あ
る
人
の
参
加
を
お

持
ち
し
て
い
ま
す
。

文化

子育て健康

問い合わせ　文化学習課　文化学習係（内線675）

プラム・カルコア文化芸術振興事業
航空自衛隊　西部航空音楽隊「ふれあいコンサートin太宰府」

申し込み・問い合わせ

元気づくり課（保健センター） ☎（928）2000

夏休み親子クッキング

申し込み・問い合わせ

元気づくり課（保健センター） ☎（928）2000

夏野菜を使った料理教室

市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/21 広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）

※個人情報については、 本コンサート以外の目的に使用することはありません。

※災害派遣など、 特別な事情が発生した場合は中止となることがあります。

※当日満席の場合は入場できない場合もありますので、 あらかじめご了承ください。

※車椅子席をご希望の方は、 事前にご連絡ください。



全
８
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
や
運
動
を
テ
ー
マ
に
学
ん
で
い

き
ま
す
。
修
了
後
は
食
生
活
改
善

推
進
員
と
な
っ
て
、
定
例
学
習
会

や
地
域
で
食
を
通
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
な
た
も
仲
間
づ
く
り

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※

日
数
の
８
割
以
上
を
受
講
し
た

場
合
、
市
か
ら
修
了
証
書
を
交

付
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

日
程
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

時
間　

‹
講
義
の
み
›
午
前
10

時

∼
正
午
⎝
た
だ
し
10

月
15

日
㈫

の
み
午
前
11

時
∼
正
午
⎠

‹
調
理
実
習
あ
り
›
午
前
10

時

∼
午
後
１
時
30

分

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

調
理
室
・
会
議
室

受
講
料　

無
料

※

調
理
実
習
が
あ
る
場
合
は
実
習

費
と
し
て
１
回
に
５
０
０
円
徴

収
し
ま
す
。

対
象　

市
民

定
員　

20

人

申
込
締
切　

８
月
13

日
㈫

保
健
セ
ン
タ
ー
と
済
生
会
二
日

市
病
院
の
共
催
で
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
す
。※

申
込
不
要
、
無
料

‹
第
１
回
済
生
会
二
日
市
病
院　

ち
く
し
健
康
公
開
講
座
›

日
時　

９
月
14

日
㈯　

午
後
２
時

∼
４
時

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

「
お
い
し
く
食
べ
て
、

気
持
ち
よ
く
出
す　

腸
活
生

活
!!

」

講
師　

壁か
べ

村む
ら

哲て
っ

平ぺ
い

先
生
⎝
済
生
会

二
日
市
病
院　

院
長
代
行
⎠

定
員　

１
２
０
人
⎝
先
着
順
⎠

‹
第
１
回
済
生
会
二
日
市
病
院　

健
康
講
座
›

日
時　

７
月
29

日
㈪
午
後
３
時
∼

４
時

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

「
日
常
生
活
で
の
感
染
対

策
」
∼
食
卓
で
の
清
潔
守
ら
れ

て
い
ま
す
か　

体
験
型
講
習
会
∼

講
師　

船ふ
な

津づ

康や
す

弘ひ
ろ

先
生
⎝
済
生
会

二
日
市
病
院　

感
染
管
理
認
定

看
護
師
⎠

定
員　

１
０
０
人
⎝
先
着
順
⎠

誰

で

も

で

き

る

ス

ポ
ー
ツ
「
ペ
タ
ン
ク
」

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
・
会
場

７
月
27

日
㈯

学
業
院
中
学
校
、
太

宰
府
東
中
学
校

８
月
17

日
㈯

太
宰
府
西
中
学
校
、

太
宰
府
中
学
校

時
間　

午
後
７
時
∼
９
時

※

申
込
不
要
、
無
料

※

雨
天
中
止
。
実
施
の

有
無
は
当
日
午
後
６

時
以
降
に
市
役
所
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
６
日
㈯　

午
前
11

時
30

分
∼
午

後
３
時
30
分⎝
予
定
⎠

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル

コ
ア
太
宰
府

内
容　

福
岡
こ
ど
も
短

期
大
学
に
よ
る
「
つ

く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
コ
ー

ナ
ー
」
、
地
域
文
庫
に

よ
る
「
お
は
な
し
の

部
屋
」
、
図
書
館
司

書
に
よ
る
「
赤
ち
ゃ

ん
ゆ
び
の
お
は
な
し

か
い
」
な
ど

※

申
込
不
要
・
無
料

FAX

健康

健康スポーツ

文化

申し込み・問い合わせ　元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

令和元年度　食生活改善推進員養成教室生募集

問い合わせ

元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

健康講座
※いずれも元気づくりポイント対象事業

問い合わせ

スポーツ課　スポーツ係　☎（918）5381

サマーナイトペタンク

問い合わせ　文化学習課　文化学習係

（市民図書館）　☎（921）4646

七夕まつり

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 22広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）

日程

期　日 内　容

  ８月２０日（火）

開講式

食生活改善推進員と地区組織活動

グループワーク

  ３月１７日（火）

閉講式

調理実習、グループワーク（推進活動

の取り組みなどについて）

  ９月１７日（火） 講義「栄養の基礎」

１０月１５日（火） 健康づくりのための運動

１１月１９日（火） 講義「食品衛生」、調理実習

１２月１７日（火） 講義「糖尿病予防の食事」、調理実習

  １月２１日（火） 講義「高血圧予防の食事」、調理実習

  ２月１８日（火）
講義「脂質異常症予防の食事」

調理実習



小
学
生
の
た
め
の
お
り
が
み
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

本
年
の
テ
ー
マ
は
「
海
」
。

テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と
一
緒
に

作
り
ま
す
。
館
内
に
は
こ
の
作
品

を
使
っ
た
工
作
の
ア
イ
デ
ア
も
展

示
し
て
い
ま
す
。※

詳
細
は
図
書

館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

７
月
25

日
㈭
、
８
月
１
日

㈭
、
８
月
８
日
㈭

開
始
時
間

①
午
前
10

時
30

分
∼

②
午
前
11

時
∼

場
所　

市
民
図
書
館　

お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

対
象　

小
学
１
年
生
∼
⎝
未
就
学

児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
⎠

持
ち
物　

折
り
紙
、
色
を
つ
け
る

も
の
⎝
色
え
ん
ぴ
つ
、
マ
ー

カ
ー
な
ど
⎠
、
作
品
を
入
れ
る

袋

※

申
込
不
要
・
無
料

本
の
話
題
で
楽
し
く
語
り
合
う

会
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
の

知
ら
な
い
世
界
」
。
怪
談
や
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
本
ば
か
り
で
は
な

く
、
趣
味
の
世
界
や
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
専
門
機
関
の
裏

側
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
な
ど
、

一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
世
界
に
つ
い
て
触
れ
た
本
を

司
書
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

し
っ
か
り
フ
タ
の
で
き
る
容
器

に
入
っ
て
い
れ
ば
飲
み
物
の
持
参

可
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

７
月
12

日
㈮　

午
後
５
時

30

分
∼　

１
時
間
30

分
程
度

場
所　

市
民
図
書
館　

一
般
コ
ー

ナ
ー

対
象　

10

人
程
度

※

申
込
不
要
・
無
料

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
の
日

本
古
来
の
文
化
で
あ
る
「
打
ち

水
」
を
一
斉
に
行
い
ま
す
。

打
ち
水
は
、
冷
房
な
ど
に
頼
ら

ず
に
涼
し
く
過
ご
す
こ
と
で
、
省

エ
ネ
・
節
電
に
つ
な
が
り
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
実
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

打
ち
水
で
使
用
す
る
竹
の
水
鉄

砲
や
ひ
し
ゃ
く
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
27

日
㈯
午
後
４
時
30

分
∼
５
時
30

分※

雨
天
中
止

※

打
ち
水
開
始　

午
後
５
時
∼

場
所　

西
鉄
五
条
駅
前
広
場

井
上
ひ
さ
し
著
「
あ

く
る
朝
の
蝉
」
、
あ
ま
ん

き
み
こ
著
「
白
い
ぼ
う

し
」
ほ
か
、
季
節
に
ち

な
む
作
品
を
読
み
ま
す
。

文
芸
作
品
を
耳
で
味

わ
う
こ
と
で
、
読
書
の
幅

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
21

日
㈰　

午
後
２
時
30

分
∼
４

時
30

分

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル

コ
ア
太
宰
府　

３
階

視
聴
覚
室

実
演　

朗
読
紫
苑
の
会

※

申
込
不
要
・
無
料

身
近
に
あ
る
紙
袋
を

使
っ
て
「
珍
獣
マ
ス
ク
」

を
作
り
ま
す
。

日
時　

７
月
30

日
㈫　

午
前
10

時
∼
正
午

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル

コ
ア
太
宰
府　

２
階

研
修
室

定
員　

30

人⎝
先
着
順
⎠

持
ち
物　

筆
記
用
具
な
ど

申
込
期
間　

７
月
２
日

㈫
∼
26

日
㈮

申
込
方
法　

図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で
「
住
所
、
氏
名
、
学

年
、
電
話
番
号
」
を
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
。

文化

文化

文化

文化

環境

問い合わせ　文化学習課　文化学習係

（市民図書館）　☎（921）4646

おりがみ広場

問い合わせ　文化学習課　文化学習係

（市民図書館）☎（921）4646 　 （921）4896

夏の朗読会

問い合わせ　文化学習課　文化学習係

（市民図書館）　☎（921）4646

ちょっと！　この本読んでみて‼
だざいふしみんとしょかん　読書会カフェ

問い合わせ　文化学習課　文化学習係

（市民図書館）　☎（921）4646

小学生「夏休みふれあい工作教室
（珍獣マスク）」受講生募集

問い合わせ

　　 環境課　環境保全係（内線308）

太宰府打ち水大作戦2019　開催
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実施校区・行事名 日　　時 場　　所

太宰府市西校区「合同防犯パトロール」

国分小校区「さわやか健康フェスティバル」

太宰府南小校区「救急救命講習会」

水城小校区「合同清掃」

７月６日㈯　午前10時～正午

７月７日㈰　午前９時～11時

７月７日㈰　午前９時20分～午後０時30分

７月14日㈰　午前９時～10時

都府楼共同利用施設～西校区内

国分小学校体育館

太宰府南コミュニティセンター多目的ホール

西鉄都府楼前駅周辺

区自治会 交付額 区自治会 交付額 区自治会 交付額 区自治会 交付額 校区自治協議会 交付額

61,109,920総交付額

3,760,200総交付額

北 谷

内 山

松 川

三 条

三 条 台

連 歌 屋

馬 場

湯 の 谷

大 町

新 町

白 川

655,472 

645,424 

1,025,072 

1,162,448 

728,592 

1,061,040 

1,011,248 

764,208 

676,304 

740,912 

720,272 

五 条 西

五 条

東 観 世

湯の谷西

秋 山

五 条 台

東 ケ 丘

星 ケ 丘

高 雄

梅 香 苑

緑 台

1,124,560 

2,159,184 

706,512 

722,736 

1,084,752 

947,760 

1,079,632 

1,268,624 

1,300,304 

1,102,672 

754,640 

梅 ケ 丘

高 雄 台

水 城

水 城 台

水城ケ丘

国 分

坂 本

観世音寺

桜 町

　 榎 　

榎 寺

862,384 

1,106,896 

1,185,456 

861,104 

901,136 

2,726,000 

1,106,608 

1,724,592 

1,296,944 

1,169,616 

1,013,872 

芝 原

通 古 賀

都 府 楼

向 佐 野

吉 松

大 佐 野

大佐野台

長 浦 台

青 葉 台

つつじケ丘

ひまわり台

875,920 

3,444,496 

1,325,136 

1,784,624 

1,866,256 

1,363,152 

661,360 

1,079,408 

1,438,832 

871,248 

738,896 

2,786,392

1,069,516

1,069,084

1,129,184

2,008,292

2,201,148

（単位：円）

（単位：円）

太宰府小校区

東小校区

南小校区

国分小校区

水城小校区

太宰府市西校区

校区自治協議会 交付額

753,300 

386,400 

太宰府小校区

東小校区

校区自治協議会 交付額

395,100 

536,100 

南小校区

国分小校区

校区自治協議会 交付額

860,300 

829,000 

水城小校区

太宰府市西校区

校区自治協議会のイベント情報（7月）

地域運営支援補助金

地域コミュニティ推進事業支援補助金

令和元年度地域運営支援補助金と地域コミュニティ推進事業支援補助金を交付

※内容については、実施される校区の自治会長または地域コミュニティ課にご確認ください。

　大佐野川で美化活動を行う市民グループ「おおさの

川を愛する会」を中心に川の清掃やマリーゴールドの

苗植え、コスモスの種まきを行いました。地域の住民や

小中学生など約260人が

参加し、環境美化意識を高

め、住民同士のコミュニティ

活動の推進を図ることがで

きました。また、川がいつで

も美しく綺麗であることの大

切さを改めて実感しました。

５月11日㈯　太宰府市西校区
「大佐野川清掃」

　太宰府小校区では、災害の復興支援と夏の節電を

目的にグリーンカーテンの促進と義援金の協力に取り

組んでおり、本年で８回目になります。本年は福岡豪雨

災害の復興支援に義援金が

送られます。当日は、ゴーヤ

やアサガオの苗約５千鉢が

校区内の14自治会に配布

されました。10月にはグリー

ンカーテンの出来栄えコンテ

ストも開催される予定です。

　市では地域において創意工夫を生かしたまちづくり活動ができるように44区自治会と６校区自治協議会に「地域運営支援補助金」

を交付しています。また、校区単位での生活環境の整備や福祉をはじめとした地域課題への取り組みなど、市民参画と地域コミュニ

ティの醸成を図るために６校区自治協議会に「地域コミュニティ推進事業支援補助金」を交付しています。

５月15日㈬　太宰府小校区
「グリーンカーテン大作戦」

①６月１日㈯　水城小校区「健康フェスティバル」

②６月1６日㈰　太宰府小校区「健康フェスタ」

　６月には２校区自治協議会で健康推進員、食生活改

善推進員を中心に健康づくり推進事業が開催されま

した。体成分、骨密度、血管年齢などの測定があり、そ

の後、測定結果の説明がありました。また、ダーツなど

のスポーツ体験や食生活改善推進員から栄養につい

ての話があり、自分の健康について確認できる良い機

会となりました。

健康づくり推進事業を開催

さぁ

協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.121
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山口　裕之

（マザー・アース人権啓発研究所主宰）

や ま  ぐ ち 　   ひ ろ  ゆ き No.356

　

昨
年
12

月
10

日
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
の

70

年
目
の
誕
生
日
で
し
た
。
こ
の
条
文
を
詩

人
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
次
の
よ
う
に
訳
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
１
条　

み
ん
な
仲
間
だ

わ
た
し
た
ち
は
み
な
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
で
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
人

間
で
あ
り
、
そ
の
値
打
ち
も
同
じ
で
す
。

だ
か
ら
互
い
に
よ
く
考
え
助
け
合
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
「
す
べ
て
の
人
に
基

本
的
人
権
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
世
界
で

初
め
て
宣
言
し
た
も
の
で
す
。
ほ
か
に
も
、

「
人
権
」
が
「
世
界
中
の
自
由
、
正
義
、
平
和
の

基
礎
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

=

「
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
の

思
い
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
時
代
に

応
じ
た
「
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
」
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
福
岡
県
の
近
年
の
取
り
組
み
か
ら

　

近
年
、
個
別
の
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け

た
法
の
整
備
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
情
報
化
や
国
際
化
が
進
む
中
で
新
た
な

人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
る
現
実
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
福
岡
県
で

は
、
昨
年
３
月
に
「
福
岡
県
人
権
教
育
・
啓

発
基
本
指
針
」
を
改
定
し
ま
し
た
。
こ
の
基

本
指
針
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
「
福
岡
県
の
人

権
に
関
す
る
取
り
組
む
べ
き
分
野
」
と
し
て

同
和
問
題
を
は
じ
め
８
つ
の
分
野
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
で
11

分

野
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か
？ 

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
11

課
題
を
知
っ
て
、
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

福
岡
県
の
施
策
11
分
野

同
和
問
題
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
人
、
外
国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
、
犯
罪
被
害
者

等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

害
、
性
的
少
数
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
●
正
し
く
学
び
、
行
動
す
る
こ
と

　

福
岡
県
で
は
７
月
を
「
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
」
と
し
、
同
和
問
題
の
解
決
を
自
分

自
身
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
県
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
意
識
の
高
ま
り
を
図
る
た
め
、

県
内
各
市
町
村
で
差
別
を
な
く
す
取
り
組

み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
同
和
問
題
は
自

然
に
な
く
な
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
っ
た
考
え
方
で

す
。
現
在
福
岡
県
内
外
の
各
学
校
に
お
い
て

部
落
差
別
の
お
こ
り
や
歴
史
、
こ
れ
を
な
く

そ
う
と
し
て
い
る
事
実
が
正
し
く
学
習
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
や
社
会
教
育
の
場
で
も

同
和
問
題
に
対
し
て
認
識
を
深
め
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ

い
て
真
剣
に
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
こ
と

は
思
い
が
け
な
く
当
事
者
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
ゼ
ロ
で
は
な
く
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
色
ん
な
取
り
組
み
に
参
加
し

な
が
ら
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
心

豊
か
な
地
域
の
実
現
に
向
け
て
と
も
行
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
を

　
　
　
　
　
　
　

足
場
に
し
て

た

に

か

わ

し
ゅ
ん

た

 

ろ

う

手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで
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みんなの

としょかん●小説　帝国ホテル建築物語（植松三十里／著）　作家の人たち（倉知淳／著）　人類最

年長（島田雅彦／著）　おまえの罪を自白しろ（真保裕一／著）　夜が暗いとはかぎらない

（寺地はるな／著）　ポルシェ太郎（羽田圭介／著）　キボウのミライ（福田和代／著）　白

魔の塔（三津田信三／著）　帰還（堂場瞬一／著）　シーソーモンスター（伊坂幸太郎／

著）　ロイスと歌うパン種（ロビン・スローン／著）

●随筆・詩などの文学　唐詩和訓（横山悠太／著）　一度きりの人生だから（伊集院静／

著）　おやつが好き（坂木司／著）　野村望東尼姫島流刑記（浅野美和子／著）　もみじの

言い分（村山由佳／著）　思わず考えちゃう（ヨシタケシンスケ／著）　マリコを止める

な！（林真理子／著）

●その他の本　数字で話せ（斎藤広達／著）　その子の「普通」は普通じゃない（富井真紀

／著）　和えサラダ（藤井恵／著）　営業の問題地図（藤本篤志／著）　読みたい絵本

（momo編集部／著）　すべては救済のために（デニ・ムクウェゲ／著　ベッティル・オーケ

ルンド／著）

『キボウのミライ』
福田和代／著

祥伝社

『おやつが好き』
坂木司／著
文藝春秋

『和えサラダ』
藤井恵／著

主婦と生活社

竹
の
曲
と
太
宰
府
文
化
財
保
存
顕
彰
会

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

（　　 ）平成31年3月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
元年

7
6

13

20

27

　

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

　

「
竹
の
曲
」
は
太
宰
府
天
満
宮
の
神
幸
行

事
の
祭
中
に
奉
納
す
る
芸
能
で
、
「
六
座
」

と
呼
ば
れ
る
天
満
宮
の
氏
子
の
子
孫
達
が

代
々
受
け
継
ぐ
太
宰
府
市
を
代
表
す
る
古

典
芸
能
で
す
。
現
在
で
は
、
竹
の
曲
は
福
岡

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和

27(

１
９
５
２)

年
に
竹
の
曲
は
助

成
す
べ
き
「
郷
土
芸
能
」
で
あ
る
と
し
て
、

文
化
庁
の
前
身
で
あ
る
文
化
財
保
護
委
員

会
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
定
を
受

け
て
竹
の
曲
の
解
説
冊
子
が
作
成

さ
れ
、
そ
の
な
か
で
竹
の
曲
は
「
文

化
発
祥
の
ゆ
か
り
深
き
太
宰
府
の

誇
り
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

翌
年
５
月
に
は
太
宰
府
町
公
民

館
で
太
宰
府
文
化
財
保
存
顕
彰
会

発
会
式
と
「
竹
の
は
や
し
」
を
讃
え

る
会
が
開
か
れ
ま
す
。
当
時
の
公

民
館
報
や
顕
彰
会
の
記
録
な
ど
に

よ
る
と
、
顕
彰
会
の
会
長
に
中
村

久
二
町
長
が
就
任
し
、
事
務
所
は
公
民
館

に
置
か
れ
ま
し
た
。
顕
彰
会
の
規
約
も
制

定
さ
れ
「
文
化
財
を
保
存
顕
彰
し
て
後
世

に
正
し
く
伝
え
以
て
文
化
日
本
建
設
に
貢

献
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
の
曲
を
太
宰
府
町
民
に
周

知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
讃
え
る
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の
開
催
通
知
に

は
「
町
民
の
間
に
は
未
だ
そ
の
価
値
の
認

識
す
ら
極
め
て
薄
い
の
が
現
状
」
で
あ
る

と
し
て
、
顕
彰
会
発
足
を
契
機
に
町
内
へ

の
普
及
に
努
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
会
で

は
、
顕
彰
会
評
議
員
で
あ
る
西
正
寺
の
山

内
興
隆
に
よ
る
解
説
が
行
わ
れ
、
最
後
に

竹
の
曲
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

顕
彰
会
発
足
後
、
町
内
外
で
竹
の
曲
の

広
報
が
活
発
化
し
ま
す
。
町
外
で
は
、
同
年

10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
九
州
地
区
郷
土
芸

能
大
会
」
に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
文

化
財
保
護
委
員
会
と
長
崎
県
教
育
委
員
会

の
共
催
に
よ
っ
て
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
、

九
州
各
県
か
ら
郷
土
芸
能
が
参
加
し
ま
し

た
。
町
内
で
は
公
民
館
が
大
会
出

場
に
向
け
て
作
成
し
た
回
覧
文

に
、
竹
の
曲
が
「
福
岡
県
を
代
表

し
て
」
参
加
す
る
旨
を
記
し
て
、

町
民
の
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
ま

た
、
公
民
館
で
の
公
開
練
習
を
予

告
す
る
な
ど
、
活
発
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
会

参
加
者
は
公
民
館
で
打
合
せ
を

行
い
、
竹
の
曲
の
解
説
書
を
１
千

部
発
行
す
る
よ
う
協
議
し
、
知
名

度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
出
演
記
録
に
よ
る
と
、
六
座

と
顕
彰
会
を
含
む
十
数
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
最
初
に
竹
の
曲
の
解
説
を

山
内
が
行
い
、
そ
の
後
六
座
が
竹
の
曲
を

演
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
顕
彰
会
と
六

座
は
協
力
し
、
芸
能
大
会
を
通
し
て
「
太
宰

府
の
誇
り
」
で
あ
る
竹
の
曲
を
県
内
外
へ

伝
え
広
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

公
文
書
館　

篠
﨑　

将
貴

さ
い
し
ょ
う

や
ま

う
ち 

こ
う

り
ゅ
う

た
け

は
や
し

け
ん　

し
ょ
う

～公文書館だより 　～63
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天
気
予
報
で
「
命
に
危
険
が
お

よ
ぶ
暑
さ
」
と
い
っ
た
表
現
を
聞

く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
こ
の
表

現
を
は
じ
め
て
聞
い
た
と
き
、
命

に
危
険
が
お
よ
ぶ
暑
さ
と
は
ど
れ

ほ
ど
暑
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
か
？

　

こ
の
表
現
の
は
じ
ま
り
は
、
昨

年
７
月
に
、
気
象
庁
が
臨
時
記
者

会
見
を
開
い
て
「
命
の
危
険
が
あ

の
「
熱
中
症
予
防
サ
イ
ト
」
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
暑

さ
指
標
に
応
じ
て
の
対
応
も
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
∼
熱

中
症
予
防　

声
か
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
り
∼

①
温
度
に
気
を
く
ば
ろ
う

　

今
い
る
と
こ
ろ
の
気
温
、
外
出

先
の
気
温
や
天
気
予
報
を
知
る
。

日
陰
を
選
ん
で
歩
く
。
打
ち
水
を

す
る
。
涼
し
い
素
材
の
服
を
着

る
。

②
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　

の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
す
る
。
し
っ
か
り
汗
を

か
い
た
時
は
、
塩
分
も
補
給
。

③
休
息
を
と
ろ
う

　

涼
し
い
場
所
で
休
息
。
通
気
性

の
良
い
寝
具
を
使
う
な
ど
、
ぐ
っ

カ
で
提
案
さ
れ
た
指
標
で
す
。
単

位
は
気
温
と
同
じ
摂
氏
度
⎝
℃
⎠

で
示
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
値
は
気

温
と
は
異
な
り
ま
す
。
人
体
の
熱

バ
ラ
ン
ス
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
①
湿
度
、
②
日
射
・
輻
射
な
ど

周
辺
の
熱
環
境
、
③
気
温
の
３
つ

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
指
標
で

す
。
特
に
湿
度
の
影
響
は
大
き

く
、
湿
度
が
高
い
場
所
で
は
汗
の

蒸
発
が
う
ま
く
で
き
ず
に
熱
が
体

内
に
こ
も
り
、
熱
中
症
を
お
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
気
温
が
低
く
て
も
、

暑
さ
指
数
が
高
け
れ
ば
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
の
で
す
。
特
に
、
暑

さ
指
数
が
28

度
を
超
え
る
と
熱
中

症
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

熱
中
症
予
防
に
は
、
気
温
と
あ

わ
せ
て
暑
さ
指
標
も
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
暑
さ
指
標
は
、
環
境
省

る
暑
さ
」
お
よ
び
「
⎝
こ
の
猛
暑

は
⎠
ひ
と
つ
の
災
害
と
認
識
し
て

い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
コ
メ
ン
ト

を
出
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
命
の
危
険
が
あ
る
暑
さ

と
は
ど
ん
な
暑
さ
を
表
現
し
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

新
語
時
事
用
語
辞
典
で
は
「
適

切
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
誰
も

が
熱
中
症
な
ど
で
死
亡
に
至
る
危

険
の
あ
る
よ
う
な
猛
烈
な
暑
さ
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
昔
前
の
夏
の
イ
メ
ー
ジ
や

「
気
合
い
」
だ
け
で
は
、
夏
を
乗

り
越
え
る
の
が
難
し
い
よ
う
で

す
。

●
暑
さ
指
数
｟
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
｠
を
利
用

し
よ
う
！

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
１
９
５
４
年
に
ア
メ
リ

す
り
眠
れ
る
工
夫
を
。

④
栄
養
を
と
ろ
う
∼
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
、
朝
ご
飯
を
し
っ
か
り
食
べ

ま
し
ょ
う
∼

　

朝
食
を
抜
か
な
い
。
体
調
不
良

の
時
や
二
日
酔
い
の
時
は
特
に
注

意
。

⑤
声
を
か
け
あ
お
う

　

家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、
「
水

分
と
っ
て
い
る
？
」
「
少
し
休
ん

だ
方
が
良
い
よ
」
な
ど
、
声
を
か

け
あ
う
。

　

本
年
の
夏
は
、
気
温
は
も
ち
ろ

ん
、
暑
さ
指
標
も
取
り
入
れ
て
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
!!

⎝
参
考
：
環
境
省
熱
中
症
予
防
サ

イ
ト
⎠

元
気
づ
く
り
課　

保
健
師

作り方

材料（5個分）

ほうじ茶ティーパック

水

豆乳（調整）

生クリーム（植物性）

砂糖

　　 粉ゼラチン

　 　水　

ブルーベリー（冷凍）　

………… ３個

…………………………… 50cc

……………… 250cc

……… 100㏄

…………………… 大さじ２

………………… ７g

………………………… 50㏄

………… 50 g

一人分当たりの栄養価

エネルギー  136ｋcal

たんぱく質　　    4.1g

脂質　　　　　8.6g

塩分　　　    0.2ｇ

①Ａの水に粉ゼラチンを振り入れて

おく。

②小鍋に50㏄の水を入れて火にか

け、沸騰したらほうじ茶パックを入

れて火を消す。ふたをして３分ほど

蒸らす。これに豆乳を加えて再び火

にかけ、煮立ったら弱火にして2分

煮だし、パックを取り出す。砂糖を加

えて混ぜ溶かす。

③②に生クリームと①を加えて混ぜ溶

かす。粗熱が取れたら型に流し入

れ、冷蔵庫で冷やし固める。

④固まったゼリーを皿に盛り、ブルー

ベリーを飾る。

A

熱

中

症

予

防

こ

んに
ちは 保
健

師

で

す
ほうじ茶豆乳ゼリー

市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）27



　７月になり夏も本番を迎え、これからだんだんと暑くなっていきます。

　暑くなると水あそびが気持ち良くなり、プールや川、海、または家でタライやビニール

プールを使って水あそびをする経験が増えてくると思います。水あそびをすると、体に刺激

が加わることで抵抗力がつき、心も開放されます。でも、プールや川、海では日光の照り返し

が強く、紫外線も強いです。長い時間になると子どもは体力を消耗し、日焼けも怖いので、と

きどき日陰で休みながら水あそびをして時間は短めにしましょう。暑さでのどが渇くので、

休む時には白湯やお茶などでこまめに水分補給をしてください。

●水の事故には要注意

　そして、楽しく水あそびをするために気をつけておきたいのは、水の事故です。

　冷たい水に急に入ると子どもの体に負担をかけます。準備体操をしてから、水の中に入り

ましょう。また、足元がぬれていると床で滑って転ぶ危険性が高まります。水あそびでは肌

を露出しており、転ぶと大きなケガになってしまうことが多いので、走らないように気をつ

けましょう。

　海や川やプールなど、屋外での水あそびは開放感があり、とても

楽しいものですが、浅いところでも危険な場合がありますので、子

どもが小さいうちは、大人が必ずいっしょに入り、目を離さず楽し

く遊んでください。天候が悪いときは、外での水あそびは控えま

しょう。

　ご家庭のお風呂場で水あそびをする場合は、子どもを一人にしな

いようにしてください。子どもは 10cm 程のわずかな水量（例えば、

洗面器いっぱいの量）でもおぼれることがあります。なるべく浴槽の残り湯は、流すように

してください。

●赤ちゃんの水あそび

　赤ちゃんでもお座りが安定したら、水あそびを始

めても大丈夫ですが、体調や水温などに気をつけ

て、汗を流す程度くらいにしましょう。まずは朝夕

の涼しい時間帯に外気浴をして皮膚に刺激を与え

ることから始めてみませんか。

　暑い夏を、年齢に合わせて無理をせず、事故のな

いように楽しく過ごしましょう。

藤木　悠杜ちゃん

ふじ　 き　　　ゆう　 と

13日 増山　紫洋ちゃん

ます やま　　　し ょ う

19日 石井　泰佑ちゃん

いし　 い　　　たい すけ

6日 草場　一夏ちゃん

くさ　 ば　　　いち　か いち かわ　　　み　　ゆ

20日 市川　未結ちゃん21日

しみ　ず　　　  はる  と

清水　遥翔ちゃん28日

元気づくり課　子育て支援センター　☎（９１９）６００１

楽しい水あそび

おめでとう　さい1
平成30年　7月生まれ

誕生日の３カ月前の１カ月間、電話または市ホーム
ページで受け付けしています。
（例）誕生日が平成30年10月の人は、7月に応募してください。

URL  http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/soshiki/

somu/204/379/575/10459.html

応

募

方

法

経営企画課広聴広報係
☎（９２１）２１２１（内線５１４）

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 28広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）



人権標語

（高雄区）小原流

花材
ひまわり、フトイ、

アリウム　カスミ草

玉川　直子

介
弘　

紀
子　

選

万
緑
に
埋
も
れ
さ
う
な
る
社
務
所
か
な

高
雄
台　
　

川
路　

泰
子

再
会
の
木
と
い
ふ
新
樹
杜
の
宮

長
浦
台　
　

徳
賀　

美
智
子

さ
み
ど
り
の
雫
こ
ぼ
し
て
若
楓

馬
場　
　

野
上　

コ
ト
子

雨
音
の
余
韻
に
揺
る
る
若
楓

観
世
音
寺　
　

野
田　

杉
子

庭
中
に
覆
ひ
被
さ
る
栗
尾
花

筑
紫
野
市　

羽
野　

喜
久
代

佐
々
木　

甘
露
子　

選

小
賀
玉
の
花
に
神
代
を
問
ふ
て
み
る

 
 

筑
紫
野
市　
　

西
村　

悦
夫

喪
の
家
に
ま
た
作
り
初
む
つ
ば
め
の
巣

福
岡
市　
　

宮
津　

英
里
子

新
緑
や
お
の
れ
の
青
さ
気
づ
か
ず
に

筑
紫
野
市　
　

 

貞
金　

志
帆

新
緑
や
白
寿
の
姉
の
細
き
指

筑
紫
野
市　
　

津
和
崎　

幸
枝

窓
若
葉
伯
方
の
塩
を
さ
つ
と
ふ
り

湯
の
谷
西　
　

矢
野　

杏
子

菅
井　

久
美
子　

選

明
日
は
咲
く
雨
の
明
る
き
鉄
線
花

青
葉
台　
　

本
山　

晴
子

昃
り
て
ひ
か
り
失
ふ
鉄
線
花

大
佐
野
台　
　

金
丸　

恵
子

朝
練
の
紫
紺
の
ジ
ャ
ー
ジ
麦
の
秋

高
雄
台　
　

荒
島　

由
美
子

夏
霞
鳥
は
迷
う
て
帰
り
来
ず

青
葉
台　
　

平
野　

香

茫
洋
と
大
河
の
蛇
行
夏
霞

福
岡
市　
　

工
藤　

友
子

小
池　

一
恵　

選

古
稀
過
ぎ
て
や
っ
と
解
っ
た
師
の
こ
と
ば

水
城
ケ
丘　
　

植
村　

克
志

白
馬
の
王
子
信
じ
て
待
っ
て
も
う
三
十
路

松
川　
　

山
根　

清

上
役
の
下
手
な
ジ
ョ
ー
ク
へ
媚
び
て
い
る

国
分　
　

岸
本　

し
ず
え

呱
呱
の
声
聞
い
て
歓
喜
の
二
日
酔
い

大
野
城
市　
　

高
原　

正
和

風
緩
む
ピ
ン
ク
の
服
で
出
か
け
よ
う

福
岡
市　
　

王
丸　

真
知
子

言
葉
い
く
つ
交
し
た
ら
う
か
千
金
の

値
の
令
和
は
じ
ま
る
朝

　

東
観
世　
　

大
久
保　

富
士
子

竹
笛
を
近
く
高
く
に
聴
く
や
う
に

コ
ン
ド
ル
は
飛
ぶ
ア
ン
デ
ス
の
空
を

都
府
楼　
　

猪
俣　

泰
夫

う
る
は
し
き
奇
蹟
の
星
に
住
み
を
る
に

な
ぜ
に
戰
か
人
間
ど
も
よ

東
ケ
丘　
　

礒
村　

順
一
郎

八
女
和
紙
に
つ
れ
づ
れ
の
歌
書
き
と
め
て

手
作
り
ノ
ー
ト
は
は
や
三
冊
目

　

糟
屋
郡　
　

仲
道　

朋
子

暗
褐
色
の
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
さ
や
は
ぜ
る

音
を
聞
き
た
る
山
畑
の
午
後

筑
紫
野
市　
　

渡
辺　

保
子

持
永　

真
理
子　

選

潮
風
に
一
夜
干
し
て
ふ
浜
の
烏
賊

水
城　
　

福
永　

惠
美

連
載
の
挿
絵
に
恋
し
業
平
忌

桜
町　
　

古
賀　

恭
子

若
葉
風
軽
き
鳥
語
の
失
せ
ゆ
け
り

国
分　
　

八
尋　

淨
子

人
気
な
き
烏
賊
釣
舟
の
浜
は
昼

大
野
城
市　
　

北　

嘉
与
子

民
宿
の
親
父
の
船
か
烏
賊
釣
火

筑
紫
野
市　
　

幸
田　

は
る
み

　皆さんこんにちは！今回は、韓国の結婚式の披露宴についてお話ししたいと思

います。

　韓国の披露宴はどのように行われるのでしょうか。一般的には、「結婚式に参加

していただいた人に感謝の気持ちとして新郎新婦が食事を振る舞う」というのが

韓国の披露宴です。

　つまり、挙式に参列したあと、受付でもらった食券を持って案内される場所に

行き、食事をして帰るという流れになります ( 食事をせずに挙式だけを見て帰っ

ても構いません)。

　食事は、主にビュッフェか韓国料理のお膳が出ます。韓国でお祝いのときに食

べるカルビ湯(カルビのスープ )やチャプチェ（春雨、野菜、豚肉などを炒めたも

の）などの料理が代表的です。

　食事をしていると、新郎新婦が韓服(韓国の伝統衣装 )に着替えて食事会場

を回りながらお客さんにあいさつをします。先に家族や親戚にあいさつをするの

で、友だちや職場の人の場合、ご飯を食べ終わっても新郎新婦が自分のテーブル

まで回ってこないことが少なくありません。新郎新婦を待つ人もいますが、一般的

にはご飯を食べたら帰ります。

　地域によって披露宴の内容が異なることもあります。例えば、結婚式だけでは

名残惜しいので、日本の2次会のように、新郎新婦とその友人だけが集まって、お

店や部屋を貸し切ってお酒やおつまみ、果物などを食べながら、ゲームをしたり、

歌を歌ったりする披露宴があります。また、両家の親戚のみが集まって行われる

場合もあります。

　次回もお楽しみに！

太宰府南小学校６年　 栗原 未羽さん

かけてない？

　 だれかの心

　　　 １ピース
くり はら　　み　はね

たまがわ　　なお こ

さ
い

 

か
ち

ハンボク

あ
し
た

か

っ
し

ょ
く

国際交流・韓国

韓国の披露宴

国際交流員　 金雅英
キム  ア   ヨン

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

つ

れ

づ

れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部
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太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館
地図

当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 をご利用ください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ただし、 祝日の場合翌木曜休館日）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

イベント情報 第179号
2019.7.1

３階まほろばホール

2階ギャラリー

３階まほろばホール

★令和元年度福岡大学同窓会
　 有信会太宰府支部総会記念講演会

7月6日(土)　

開場：午後4時　開演：午後4時30分

「令和」ゆかりの地太宰府で万葉集講座を聞きませんか。

どなたでも参加できます。

講師：松尾セイ子さん

入場無料: (事前申込不要)

問い合わせ：森木清二　 090(4770)2967

★和踊舞台「宰」
7月28日(日)

第1公演　　

開場：午後0時30分　開演：午後1時

第2公演　　

開場：午後2時30分　開演：午後3時

和踊りを中心とした約30分の公演を1日2公演

実施します。

ぜひお越しください。

入場料: 前売券1,500円・当日券1,800円

(事前申込不要)

問い合わせ：相川優子　 080(8885)5913

★木うそ絵付け体験
7月14日(日)　

午前11時～午後3時の間

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込)

※次回8月11日(日・祝)

★史跡解説『門前町散策』
7月7日(日)

午前10時集合

インストラクター：

(公財)古都大宰府保存協会史跡解説員

参加無料

※次回8月4日(日)

★筑紫野マミーコール
　 20周年記念ミニコンサート

7月21日(日)

開場：午前10時15分　　

開演：午前10時30分

御笠コミュニティセンターで

始めたコーラスグループ。

節目のミニコンサート。

入場無料:(事前申込不要)

問い合わせ：武藤　 070(4690)1050

★令和と万葉への誘い展

7月2日(火)〜8月１日（木）

（7月13日(土)、14日（日）を除く）

時間：午前10時〜午後6時

観覧無料。

問い合わせ：太宰府館☎(918)8700

体験プログラム

事前申込が不要なもの

★万葉集講座(特別講演会)
7月13日(土)

開場：午後1時30分　開演：午後2時

上野誠先生(奈良大学教授)

テーマ「国府と太宰府」。大伴家持と弟の書持の歌に

ついて解説します。

入場料：当日のみ参加2,000円

(資料代込・事前申込要)

申し込み：太宰府館☎(918)8700

ま つ  お 　 せ 　 い 　 こ

も り  き  せ い  じ

あいかわゆう こ

む とう

う え  の まこと
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〈有料広告〉

フリーダイヤル

相談

名　　称 場　所 相談員 料金・予約 問い合わせ内　容日　時

行政相談所
7/5㈮、8/2㈮
10：00～15：00

総合福祉センター 行政相談委員 無料、不要

行政に対する意見、苦情、
要望などを聴き、行政の改
善に役立てます。

各市の
人権擁護委員

無料・不要

差別、いじめ、暴力、虐待、
名誉毀損、家庭内および
近隣のもめごと、セクハ
ラ、ストーカー等の人権問
題や悩みごとの相談に応
じます。
ひとりで悩まずに人権擁
護委員に相談してみませ
んか。

総務省九州管区
行政評価局
☎(431)7081

弁護士による

無料法律相談

筑紫地区

定例人権

（悩みごと）相談

7/18㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1階会議室

弁護士
無料・要予約
（随時電話受付）
先着6人

経済的弱者のための法律
相談（資産基準あり）

行政書士による

無料相談会

7/19㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館2階会議室 行政書士 無料、不要

遺言、相続、成年後見、悪
質商法対策、公正証書、
創業手続、営業許可など

太宰府市商工会
☎(922)4345

成年後見制度に

関する相談窓口

「あんしん相談」

7/18㈭
13：00～16：00

総合福祉センター 弁護士
無料、要予約、
電話相談可

成年後見制度等に関する
相談（相談時間は1時間）

太宰府市
社会福祉協議会
☎(923)3230

暮らしの悩み

無料相談会

7/14㈰
14：00～16：00

いきいき情報センター203号室 行政書士

公証人

無料・不要
遺言書の作り方、相続手続
きの方法と成年後見制度な
ど高齢者のいろいろな悩み

ちくしふれあいライフ
サポート古杉昻一
☎(928)0408

うめさろん相談会

～NPO法人編～

7/9㈫
14：00～16：00

NPO・ボランティア支援センター
「うめさろん」内

無料・不要

NPO・ボランティア活動に
関する「気になること」の
相談、NPO法人の設立・
運営など

春日市人権市民相談課
☎（584）1201

司法書士による

無料法律相談

7/13㈯
10：00～13：00

いきいき情報センター208号室 司法書士
無料、要予約
（平日10：00
～16：00）

遺言・相続、不動産・法人
登記、多重債務、悪徳商
法、成年後見、裁判手続き
など（相談時間は30分間）

福岡県司法書士会福
岡南総合相談センター
☎（918）5264

7/2㈫ 春日市役所

大野城市人権男女共同参画課
☎（580）1840

7/4㈭ 大野城市総合福祉センター

筑紫野市人権政策課
☎（923）1111

7/10㈬ 山口コミュニティセンター

那珂川市人権政策課
☎（953）2211

7/11㈭ ＪＲ博多南駅ビル

太宰府市人権政策課
☎（921）2121

7/12㈮ 太宰府市役所

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

時間は
10：00～15：00

法テラス福岡
   050（3383）5502

※日時・場所は変更になる場
合がありますので、事前に各市
に問い合わせください。

古杉昻一（行
政書士、うめ
さ ろ ん コ ー
ディネーター）

太宰府市NPO・ボラン
ティア支援センター「う
めさろん」
☎(918)3633
   (918)3644

休日（土曜日）

無料公証相談

7/20㈯
9：00～17：00

筑紫公証役場
（都府楼南五丁目5番13号）

無料、要予約

公正証書による遺言、任
意後見契約、離婚給付契
約など各種契約の相談

筑紫公証役場
☎(925)9755
　http://www.chi-
kushi-kosho.com

司法書士

司法書士による

相続・遺言

相談会

8/3㈯
10：00～15：00

エルガーラホール会議室1・2
（福岡市中央区天神一丁目
  4番2号）

無料、予約優先
（7/10㈬～8/2㈮
 ☎0570-783-544）、
定員有

相続登記や遺言書の作成
などのほか、不動産の名
義変更、成年後見制度や
借金問題、賃貸借トラブル
など（相談時間は30分間）

福岡県司法書士会事務局
（平日10：00～16：00）
☎(722)4131
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◆DV 相談
（全て祝日、 年末年始を除く）

〇ちくし女性ホットライン　☎(513)7335
月 ・ 水 ・ 木 ・ 金曜日　正午～午後 7 時／土曜日　午前 10 時～午後 5 時

〇男性 DV 被害者のための相談ホットライン　☎(571)1462
水 ・ 木曜日　午後 5 時～ 8 時／金曜日　正午～午後 4 時

相

談

問
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〈有料広告〉

▼
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

店
舗
や
病
院
な
ど
一
定
規
模
以

上
の
人
員
を
収
容
す
る
施
設
の
防

火
の
責
任
者
を
養
成
す
る
講
習
で

す
。

　

７
月
10
日
㈬
、
11
日
㈭
⎝
２
日

間
の
受
講
必
須
⎠
午
前
10
時
∼
午

後
４
時
50
分　

70
人
⎝
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
⎠　

３
千
５
０

０
円⎝
テ
キ
ス
ト
代
含
む
⎠

▼
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
修
了

者
で
、
建
物
全
体
の
収
容
人
員
が

３
０
０
人
以
上
の
特
定
防
火
対
象

物
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ

れ
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
講
習

で
す
。

　

７
月
26
日
㈮　

午
前
10
時
∼
午

後
０
時
30
分　

70
人
⎝
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
⎠　

１
千
３
５

０
円⎝
テ
キ
ス
ト
代
含
む
⎠

▼
乙
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

比
較
的
小
規
模
な
防
火
対
象
物

や
、
大
規
模
な
建
物
の
中
で
の
少

人
数
の
テ
ナ
ン
ト
の
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
で
す
。

　

８
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
∼
午

後
５
時　

70
人
⎝
７
月
17
日
㈬
か

ら
受
け
付
け
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
⎠　

１
千
６
５
０
円

⎝
テ
キ
ス
ト
代
含
む
⎠※

乙
種
防
火

管
理
者
の
場
合
、
す
べ
て
の
防
火

対
象
物
の
防
火
管
理
者
に
な
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

‹
共
通
›

　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防

本
部⎝
筑
紫
野
市
針
摺
西
⎠　

・　

太
宰
府
消
防
署
☎⎝
９
２
４
⎠４
１

１
９　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
i
k
u
t
a

1
1
9
.
j
p
/

　

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
銃

猟
、
第
二
種
銃
猟
の
狩
猟
免
許
試

験
お
よ
び
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。

▼
狩
猟
免
許
試
験

　

７
月
25
日
㈭　

ピ
ー
ポ
ー
ト
甘

木
⎝
朝
倉
市
甘
木
198-

１
⎠　

７
月

12
日
㈮

▼
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

　

７
月
24
日
㈬　

福
岡
県
吉
塚
合

同
庁
舎
⎝
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本

町
13-

50
⎠　

７
月
12
日
㈮

‹
共
通
›

※

他
の
会
場
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。※

会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

・　

福
岡
農
林

事
務
所
農
山
村
振
興
課
☎
⎝
７
３

５
⎠６
１
２
３

　

福
岡
県
の
美
し
い
景
観
や
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
『
見
て
・
聴

い
て
・
体
験
し
て
』
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

７
月
15
日
㈪
午
前
10
時
∼
午
後

４
時　

ア
ク
ロ
ス
福
岡　

「
福
岡

県
美
し
い
景
観
選
」
の
表
彰
式

や
、
美
し
い
風
景
と
そ
れ
を
守
り

育
っ
て
い
る
活
動
の
発
表
、
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

無
料　

福
岡
県
都
市
計
画
課
☎

⎝
６
４
３
⎠
３
７
１
２　

⎝
６
４
３
⎠

３
７
１
６

お
知
ら
せ

防
火
管
理
講
習
会
の

お
知
ら
せ

「
狩
猟
免
許
試
験
」

「
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会
」

第
13
回
福
岡
県
景
観
大
会

◆家庭児童相談

毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時

子育て支援センター内家庭児童相談室

☎(924)0084

◆年金相談

毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分

国保年金課国保年金係

(☎内線 306)

相

談

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
｟
所
｠
時
間　

■=

休
館
｟
所
｠
日　

■=

場
所

■=

対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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〈有料広告〉

　

身
体
障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
な

ど
情
報
機
器
の
利
用
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

各
種
身
体
障
が
い
者
に
対
応
で
き

る
よ
う
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
を
学
び

ま
す
。

　

８
月
22
日
、
９
月
３
日
・
７

日
・
12
日
・
26
日　

午
前
10
時
30

分
∼
午
後
３
時
30
分　

福
岡
県
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内
学
習
室　

①
自
宅
に
パ
ソ

コ
ン
が
あ
り
現
在
使
用
中
の
人
②

養
成
講
習
会
終
了
後
、
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、

活
動
可
能
な
人　

無
料　

15
人

⎝
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
⎠

　

・　

(

公
財)

福
岡
県
身
体
障
害

者
福
祉
協
会　

小
川
☎⎝
５
８
４
⎠

６
０
６
７　

⎝
５
８
４
⎠６
０
７
０

　

子
ど
も
た
ち
を
戦
場
に
送
ら
な

い
た
め
に
、
語
り
継
ぐ
！
「
命
の

尊
さ
」
や
「
平
和
の
大
切
さ
」

　

８
月
９
日
㈮
午
後
６
時
30
分
∼

８
時⎝
受
付
：
午
後
６
時
∼
⎠　

プ

ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
市
民

ホ
ー
ル　

平
和
劇
「
埋
め
尽
く
す

Ｂ
29
の
下
で
」
∼
筑
紫
子
ど
も
会

議
に
よ
る
創
作
劇
∼　

無
料　

筑

紫
教
育
会
館
松
尾
☎⎝
５
８
１
⎠１

０
３
７　

⎝
５
８
１
⎠１
６
０
３　

筑
紫
地
区
「
８
・
６
平
和
の
つ
ど

い
」
実
行
委
員
会

①
大
宰
府
政
庁
跡
周
辺
散
策

　

７
月
14
日
㈰
午
前
10
時
∼
正
午

　
　
　

大
宰
府
展
示
館
∼
大
宰
府

政
庁
跡
∼
坂
本
八
幡
宮
∼
鬼
子
母

神
∼
玄
清
法
印
の
墓
∼
善
正
寺
跡

∼
大
宰
府
展
示
館　

無
料　

不
要

②
水
城
堤
散
策

　

７
月
21
日
㈰
午
前
10
時
∼
正
午

　
　
　

水
城
館
∼
東
門
礎
石
∼
大

堤
之
碑
∼
瓦
窯
跡
∼
木
樋
跡
∼
衣

掛
天
満
宮
∼
姿
見
池
∼
展
望
台
∼

水
城
館　

無
料　

不
要

③
保
存
協
会
会
員
総
会
記
念
講
演

会
⎝
一
般
公
開
⎠

　

７
月
16
日
㈫
午
後
２
時
30
分
∼

４
時　

太
宰
府
館
３
階
ま
ほ
ろ
ば

ホ
ー
ル　

「
梅
花
の
宴
」に
は
中
国

伝
来
の
菓
子
と
日
本
独
自
の
菓
子

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大

宰
府
、
奈
良
、
そ
し
て
奥
州
平
泉

へ
と
伝
わ
る
菓
子
。
「
古
代
ス

イ
ー
ツ
ロ
ー
ド
」
と
位
置
付
け
て

ご
紹
介
し
ま
す
。　

前ま
え

川か
わ

佳か

代よ

さ

ん⎝
奈
良
女
子
大
学
⎠　

３
０
０
円

⎝
会
員
は
無
料
⎠　

不
要

④
も
っ
と
知
ろ
う
太
宰
府
講
座

　

７
月
27
日
㈯
午
前
10
時
∼
正
午

　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

　

「
太
宰
府

ゆ
か
り
の
天
神
伝
承
と
縁
起
絵
」

　

太
宰
府
ゆ
か
り
の
伝
承
を
多
く

描
い
た
太
宰
府
系
天
神
縁
起
を
絵

解
き
し
な
が
ら
、
そ
の
伝
承
誕
生

の
背
景
や
ひ
ろ
が
り
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。　

１
０
０
人
⎝
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
⎠　

松ま
つ

川か
わ

博ひ
ろ

一か
ず

さ

ん⎝
九
州
歴
史
資
料
館
学
芸
員) 　

５
０
０
円⎝
会
員
は
４
０
０
円
⎠　

　
　
　

往
復
は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル　

２
週
間
前
必
着

‹
共
通
›

　

・　

⎝
公
財
⎠
古
都
大
宰
府
保
存

協
会
〒
818-

0101
太
宰
府
市
観
世
音

寺
四
丁
目
６
番
１
号
☎⎝
９
２
２
⎠

７
８
１
１　

⎝
９
２
２
⎠９
５
２
４

　

info@kotodazaifu.net
▼
企
画
展
「
学
校
給
食
ヒ
ス
ト

リ
ー
」

　

戦
前
期
か
ら
平
成
に
至
る
ま
で

の
学
校
給
食
の
歴
史
を
公
文
書
な

ど
の
資
料
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

　

７
月
23
日
㈫
∼
９
月
29
日
㈰
午

前
９
時
∼
午
後
５
時　

無
料　
　

　

月
曜
日
⎝
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
も
休
館
⎠、
祝
日

▼
講
演
会

　

７
月
27
日
㈯
午
後
２
時
∼
４
時

⎝
受
付
１
時
30
分
⎠　

記
録
・
文
献

史
料
に
み
る
福
岡
県
の
食
文
化
誌

∼
鶏
肉
・
鶏
卵
の
食
文
化
を
中
心

に
∼　

日
本
経
済
大
学
竹た
け

川が
わ

克か
つ

幸ゆ
き

教
授　

80
人⎝
先
着
順
⎠　

住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
郵
送
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て

‹
共
通
›

　

福
岡
共
同
公
文
書
館
⎝
筑
紫
野

市
上
古
賀
１
丁
目
３
番
１
号
⎠　

・

　

福
岡
共
同
公
文
書
館
☎⎝
９
１

９
⎠
６
１
６
６　

⎝
９
１
９
⎠
６
１

６
８　

k
o
b
u
n
s
y
o
k
a
n
@
p
r
e
f
.
f
u

k
u
o
k
a
.
l
g
.
j
p

　

h
t
t
p
:
/
/
k
o
b
u
n

syokan.pref.fukuoka.lg.jp/

福
岡
県
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

養
成
講
習
会

古
都
大
宰
府
保
存
協
会

主
催
事
業

福
岡
共
同
公
文
書
館

企
画
展
と
講
演
会

第
33
回
筑
紫
地
区

「８
・
６
平
和
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す

相

談

◆一般 （心配ごと ・ 悩みごと） 相談
毎週水 ・ 金曜日 （第 5 週を除く）
午前 10 時～午後 3 時　総合福祉センター
☎(923)3230

◆消費生活相談
毎週月～金曜日　午前 9 時 30 分～午後 4 時
( 昼休みは除く）　市役所 2 階消費生活相談室
(☎内線 348）

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
｟
所
｠
時
間　

■=

休
館
｟
所
｠
日　

■=

場
所

■=

対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
正

社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
の
差
を
な
く
し
、
ど
の

よ
う
な
雇
用
形
態
を
選
択
し
て
も

待
遇
に
納
得
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
⎝
注
意
：
中
小
企
業
は

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
⎠
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
３
つ
で
す
。

①
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間
で

基
本
給
、
賞
与
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

待
遇
に
つ
い
て
不
合
理
な
待
遇
差

を
設
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
②
事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
か

ら
正
社
員
と
の
待
遇
差
の
内
容
や

理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
、
説
明
す
る
義
務
が
課
さ

れ
ま
す
。
③
行
政
に
よ
り
事
業
主

へ
の
助
言
・
指
導
等
や
裁
判
外
紛

争
解
決
手
続
き
が
整
備
さ
れ
ま

す
。

　

福
岡
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均
等

部
指
導
課
☎⎝
４
１
１
⎠４
８
９
４

　

８
月
５
日
㈪
午
後
２
時
∼
３
時

⎝
受
付
：
午
後
１
時
30

分
∼
⎠　

福

岡
大
学
筑
紫
病
院
３
階
ガ
ー
デ
ン

ホ
ー
ル　
　
　

胃
が
ん
の
診
断
・

治
療
：
最
先
端　

福
岡
大
学
筑
紫

病
院
内
視
鏡
部
教
授
八や

尾お

建け
ん

史し

先

生　

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
地
域
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
☎⎝
９
２
１
⎠１

０
１
１⎝
内
線
１
１
５
０
⎠

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
等
を
対
象

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

▼
就
業
支
援

来
所
相
談
と
出
張
相
談
⎝
市
役
所

な
ど
⎠
随
時
受
付

▼
養
育
費
相
談

電
話
相
談※

離
婚
協
議
中
の
人
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
弁
護
士
相
談

来
所
相
談　

７
月
10

日
・
24

日
㈬

午
後
６
時
30

分
∼
８
時
30

分
、
７

月
３
日
、
８
月
７
日
㈬
午
後
１
時

∼
３
時　

先
着
順
各
４
人　

・　

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー⎝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
⎠
☎

⎝
５
８
４
⎠３
９
３
１

　

福
岡
市
・
春
日
市
・
大
野
城

市
・
太
宰
府
市
・
那
珂
川
市
の
５

市
で
建
設
し
た
も
え
る
ご
み
の
清

掃
工
場
「
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・

パ
ー
ク
南
部
」
で
は
、
当
施
設
の

安
全
性
や
環
境
へ
の
優
し
さ
な
ど

を
体
感
し
、
施
設
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
住
民
開
放

デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

８
月
４
日
㈰
午
前
10
時
∼
午
後

４
時　

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー

ク
南
部
⎝
春
日
市
大
字
下
白
水
104

番
地
５
⎠　

①
工
場
見
学
ツ
ア
ー

午
前
10
時
・
11
時
、
正
午
・
午
後

１
時
・
２
時
⎝
各
40

名
程
度　

事

前
予
約
不
要
⎠
②
子
ど
も
服
無
料

お
譲
り
会
⎝
工
場
見
学
ツ
ア
ー
参

加
者
の
み　

な
く
な
り
次
第
終

了
⎠
③
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く

り
⎝
先
着
２
０
０
名　

参
加
費
：

50

円
⎠
④
パ
ニ
ー
ニ
や
手
作
り
パ

ン
、
お
菓
子
な
ど
の
販
売
⑤
来
場

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
有
り※

駐
車
場
は

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

㈱
創
造
の
森
⎝
ク
リ
ー
ン
・
エ

ネ
・
パ
ー
ク
南
部
運
営
事
業
者
⎠

☎⎝
５
８
９
⎠７
８
０
０

　

お
も
し
ろ
い
話
や
、
ち
ょ
っ
と

怖
い
話
、
平
和
を
考
え
る
話
な
ど

で
夏
の
夜
の
一
日
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
の

で
、
耳
の
不
自
由
な
人
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
は
保
護
者
と
ご
い
っ
し
ょ

に
。

　

７
月
20

㈯
午
後
７
時
∼
８
時
10

分
ご
ろ　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太

宰
府
３
階
和
室　

小
学
生
く
ら
い

か
ら　

大
型
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
紙
芝
居
ほ
か　

無
料　

不

要　

豊
福⎝
９
２
５
⎠９
２
５
１　

絵
本
ク
ラ
ブ
い
な
い
い
な
い
ば
あ

▼
第
一
部

　

戦
争
の
時
代
を
振
り
返
り
、
児

玉
辰
春
作
「
伸
ち
ゃ
ん
の
さ
ん
り

ん
し
ゃ
」
、
河
島
英
昭
作
「
子
供

た
ち
の
八
月
十
五
日
」
他

▼
第
二
部

　

新
美
南
吉
作
「
で
ん
で
ん
む
し

の
か
な
し
み
」
、
佐
藤
愛
子
作

「
老
い
の
夢
」
他
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

７
月
13

日
㈯
午
後
１
時
30

分
∼

３
時　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
２
階
会
議
室　

無

料　

不
要　

朗
読
ル
ミ
ナ
ス
の
会

大
隈
☎⎝
９
２
２
⎠５
８
１
２

ス
ギ
テ
ツ
音
楽
会
「
き
が
る
に
ブ

ラ
ボ
ー
♪
♪
」

　

・　

７
月
15

日
㈷
①
午
後
２
時

開
演⎝
乳
幼
児
∼
低
学
年
の
部
⎠、

②
午
後
７
時
開
演⎝
高
学
年
の
部
⎠

　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
市

民
ホ
ー
ル　

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
笑

顔
を
創
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
聴
い

て
観
て
楽
し
い
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
の
二

人
組
グ
ル
ー
プ
で
す
。　

・　

太

宰
府
子
ど
も
劇
場
☎
・　

⎝
９
２

４
⎠７
６
０
３※

会
員
募
集
中

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

が
ん
セ
ミ
ナ
ー

七
夕
朗
読
会

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク

南
部
住
民
開
放
デ
ー
つ
い
て

第
６
回
目
の
夜
の
お
話
し
会

«
真
夏
の
夜
の
夢
»

太
宰
府
子
ど
も
劇
場

定
例
鑑
賞
会

声の広報だざいふ
「広報だざいふ」の音声テープの貸し出しを行っています。ご希望の場合

社会福祉協議会〈☎（９２３）３２３０〉までお問い合わせください。

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
｟
所
｠
時
間　

■=

休
館
｟
所
｠
日　

■=

場
所

■=

対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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〈有料広告〉

　

７
月
14
日
㈰
午
前
９
時
30
分
集

合　

市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
　

①

一
般
男
子
・
一
般
女
子
、
②
壮
年

男
子
一
部⎝
45
歳
以
上
⎠、
③
壮
年

男
子
二
部⎝
55
歳
以
上
⎠④
壮
年
女

子⎝
45
歳
以
上
⎠　

無
料　

市
内
在

住
の
人
⎝
ペ
ア
で
申
し
込
み
、
学

生
は
除
く
⎠　

７
月
10
日
㈬※

県

民
体
育
大
会
開
催
は
９
月
22
日
㈰

筑
豊
会
場　

・　

塚つ
か

本も
と　

０
８
０

⎝
３
３
７
７
⎠４
３
５
１

　

７
月
28
日
㈰　

市
体
育
セ
ン

タ
ー⎝
白
川
⎠　
　

一
般
男
子
、
青

年
男
子
、
壮
年
女
子
、
一
般
女

子
、
青
年
女
子　

各
種
目
の
参
加

資
格
は
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
⎝　

h
t
t
p
:
/
/
d
-
t
a
i
i
k
u
k
y
o
u

k
a
i
.
s
a
k
u
r
a
.
n
e
.
j
p
/

⎠に
掲
載
の

大
会
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

太
宰
府
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

高た
か

田だ　

０
９
０⎝
８
６
２
４
⎠９
２

８
４

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

経
験
や
能
力
の
活
用
・
生
き
が
い

づ
く
り
と
し
て
、
臨
時
的
・
短
期

的
な
仕
事
を
引
き
受
け
、
そ
の
仕

事
を
会
員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

太
宰
府
市
に
お
住
い
の
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労

働
者
派
遣
事
業
を
希
望
す
る
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

毎
月
第
３
金
曜
日
午

前
10
時
∼⎝
２
時
間
程
度
⎠※

ご
希

望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　

⎝
公
社
⎠
太
宰
府
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎⎝
９
２
１
⎠

４
２
２
２

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の

福
岡
県
出
身
戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡

拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

・　

11
月
上
旬
頃　

５
日
間
程

度
⎝
ミ
ャ
ン
マ
ー
⎝
ヤ
ン
ゴ
ン
、

ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
、
マ
ン
ダ
レ
ー
な

ど
⎠
、
令
和
２
年
２
月
中
旬
頃　

５
日
間
程
度
⎝
グ
ァ
ム
、
サ
イ
パ

ン
⎝
グ
ァ
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ

ア
ン
島
な
ど
⎠⎠※

巡
拝
地
域
・
予

定
時
期
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。　

巡
拝
地
域
に
お
い
て
戦

没
さ
れ
た
本
県
出
身
の
軍
人
、
軍

属
ま
た
は
準
軍
属
の
遺
族
⎝
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫

及
び
甥
・
姪
等
⎠　

各
15
人　
　

　
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
：
９
月
６
日

㈮
、
グ
ァ
ム
、
サ
イ
パ
ン
：
11
月

15
日
㈮　

・　

一
般
財
団
法
人
福

岡
県
遺
族
連
合
会
☎⎝
７
６
１
⎠０

０
１
２　

⎝
７
８
１
⎠２
０
５
６※

参
加
資
格
、
参
加
費
用
、
行
先
、

実
施
時
期
、
行
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

県
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
予
選
会

募
集

県
民
体
育
大
会

バ
㆑
ー
ボ
ー
ル
競
技

｟９
人
制
｠
予
選
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

福
岡
県
海
外
戦
没
者
慰
霊

巡
拝
団
員
募
集

「広報だざいふ」
有料広告募集!!

広告掲載を希望される事業者の皆様は、下記広告代理店までお問い合わせください。

お問い合わせ・お申し込みは･･･㈱ホープ　☎（716)1404

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
｟
所
｠
時
間　

■=

休
館
｟
所
｠
日　

■=

場
所

■=

対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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９
月
４
日
㈬
∼
11
月
28

日
㈭　

太
宰
府
市
人
権
セ
ン
タ
ー

⎝
南
隣
保
館
⎠　

無
料
⎝
教
材
費
・

検
定
受
験
料
な
ど
は
別
途
必
要
⎠

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は

公
的
な
判
定
書
、
難
病
指
定
の
医

療
受
給
者
証
を
持
ち
、
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
登
録
を
行
っ
て
い

る
人
で
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
身

辺
処
理
の
で
き
る
人
。
そ
の
他
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

７
月
22
日
㈪
ま
で　

福

岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
☎
０

９
３⎝
７
４
１
⎠５
４
３
１
ま
た
は

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

　

太
宰
府
市
内
で
留
学
生
や
在
住

外
国
人
の
人
と
の
交
流
事
業
や
、

国
際
理
解
の
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る

皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

外
国
人
や
留
学
生
と

の
交
流
事
業
へ
の
参
加
⎝
母
国
料

理
や
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
交

流
会
や
料
理
教
室
、
昼
食
会
付
の

出
身
国
紹
介
な
ど
⎠
、
機
関
誌
フ

レ
ン
ズ
ベ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
を
毎
月
配

布　
　
　

個
人
会
員
１
口
１
千

円
、
学
生
会
員
１
口
５
０
０
円
、

法
人
会
員
１
口
１
万
円
円　
　
　

　

太
宰
府
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
⎝
太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
ー
２
階
⎠
に
て
受
付
。
も
し

く
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
振
込

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。　

⎝
公
財
⎠

太
宰
府
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎⎝
９
１
８
⎠５
３
９
１

　

太
宰
府
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
主
に
市
内
在
住
・
在
勤
の
外

国
人
を
対
象
に
し
た
日
本
語
教
室

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室

で
日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
生

徒
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
学

習
の
様
子
を
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
∼
11
時

45
分　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階　

⎝
公
財
⎠太
宰
府
市
国
際
交

流
協
会
☎⎝
９
１
８
⎠５
３
９
１

　

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
み
ん
な

で
楽
し
く
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

８
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分
∼

正
午⎝
午
前
９
時
開
場
・
受
付
⎠　

筑
紫
女
学
園
大
学
体
育
館　

市
内

小
学
生
４
∼
６
年
生　

車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
体
験
と
選
手

と
の
交
流　

30
人⎝
先
着
⎠　

無
料

　

・　

・　

太
宰
府
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
⎝
９
２
３
⎠
３
２
３
０　

d
a
z
a
i
f
u
c
i
t
y
-
s
y
a
k
y
o
@
m
i
s
t
.
o
c

n
.
n
e
.
j
p

　

７
月
20
日⎝
土
⎠午
前
10
時
∼
午

後
０
時
30
分
⎝
受
付
午
前
９
時
30

分
⎠　

四
王
寺
県
民
の
森
管
理
事

務
所
集
合　

水
の
生
き
も
の
を
調

べ
、
採
取
し
た
生
き
も
の
調
べ

⎝※

雨
天
時
は
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
⎠

　

30
人⎝
先
着
順
⎠　

森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

無
料　

水
筒
、
水

に
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
、
着
替

え
、
長
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル　
　

　
　

７
月
２
日
㈫
∼
17
日
㈬　

・

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
、
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム⎝h

t
t
p
:

/
/
s
h
i
o
u
j
i
k
e
n
m
i
n
n
o
m
o
r
i
.
o
r
g
/

a
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
/

⎠に
て
福
岡
県
立

四
王
寺
県
民
の
森
管
理
事
務
所
☎

⎝
９
３
２
⎠７
３
７
３
ま
で

　

昨
年
の
「
西
の
都
秋
の
彩
祭
」

で
好
評
だ
っ
た
「
石
童
丸
物
語
」

を
、
今
年
は
太
宰
府
市
民
の
皆
さ

ん
に
公
募
し
、
今
後
も
当
地
の
演

劇
と
し
て
育
て
る
企
画
。

　
　
　
　

12
月
１
日
㈰　

プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府　
　
　
　

太
宰

府
市
民
⎝
演
劇
経
験
、
性
別
年
齢

問
い
ま
せ
ん
⎠
10
∼
13
歳
位
大
歓

迎　

７
月
20
日
㈯　

西
の
都
太
宰

府
茶
論
推
進
協
議
会
、
刈
萱
物
語

を
伝
え
る
会　

・　

今い
ま

村む
ら　

０
９

０⎝
８
３
９
４
⎠６
５
６
２

　

伝
統
的
な
和
本
の
綴
じ
方
の
歴

史
を
学
び
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の

和
綴
じ
メ
モ
帳
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

８
月
３
日
㈯
午
後
１
時
∼
４
時

　

福
岡
共
同
公
文
書
館　

小
学
校

４
年
生
∼
中
学
生
⎝
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
⎠　

40
人⎝
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
⎠　

無
料　
　
　
　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
郵

送　

・　

福
岡
共
同
公
文
書
館

〒
818-

0041
筑
紫
野
市
上
古
賀
１
丁

目
３
番
１
号
☎⎝
９
１
９
⎠６
１
６

６　

⎝
９
１
９
⎠
６
１
６
８　

k
o

b
u
n
s
y
o
k
a
n
@
p
r
e
f
.
f
u
k
u
o
k
a
.
l
g
.

j
p

身
体
・
精
神
・
知
的
障
が
い
者
・

難
治
性
疾
患
患
者
対
象

初
級
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科

訓
練
生
募
集

太
宰
府
市
国
際
交
流
協
会

賛
助
会
員
募
集

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室
生
徒
募
集

こ
ど
も
福
祉
体
験
２
０
１
９

参
加
者
募
集

「水
の
生
き
も
の
を
調
べ
よ
う
」

参
加
者
募
集

「石
童
丸
物
語
」演
劇
部
発
足

「秋
の
彩
祭
」出
演
者
募
集

講
座

和
綴
じ
講
座

市役所や中央公民館などの公共施設へはコミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。　　
問い合わせ　地域コミュニティ課　（☎内線539）
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▼
う
め
さ
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
入
門
編

　

「
そ
も
そ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て

何
だ
ろ
う
？
」「
太
宰
府
に
は
ど
ん

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
の
？
」

「
私
に
も
出
来
る
？
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
基
礎
知
識
と
活
動
事
例
、体
験

談
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

７
月
６
日
㈯
午
後
２
時
∼
４
時

　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
２
０

１
号
室　

30

人　

無
料　

太
宰
府

市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

▼
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

育
成
講
座

　

第
２
回
地
域
を
支
え
る
『
江
戸

し
ぐ
さ
』
を
学
ぶ

　

か
つ
て
、
江
戸
の
町
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
、
周
囲
と
気
持
ち
よ

く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
知
恵
を

絞
っ
て
体
系
化
し
た
『
江
戸
し
ぐ

さ
』
。
そ
こ
か
ら
、
地
域
を
支
え

る
人
間
力
を
高
め
る
方
法
を
学
び

ま
す
。

　

７
月
20

日
㈯
午
後
２
時
∼
４
時

30

分　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
０
８
号
室　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
活
動
に
関
心
の
あ
る
人　

吉よ
し

田だ

久く

美み

子こ

さ
ん
⎝
元
福
大
病
院
看

護
師
長
⎠、
松ま
つ

澤ざ
わ

秀ひ
で

樹き

さ
ん⎝
社
会

福
祉
士
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
⎠

‹
共
通
›

　

・　

太
宰
府
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
「
う
め

さ
ろ
ん
」
☎⎝
９
１
８
⎠３
６
３
３

　

⎝
９
１
８
⎠３
６
４
４

　

理
学
療
法
士
、
看
護
師
な
ど
専

門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

７
月
13

日
㈯
、
８
月
10

日
㈯
午

前
10

時
30

分
∼
11

時
30

分　

太
宰

府
市
社
会
福
祉
協
議
会　

１
０
０

円　

福
祉
サ
ポ
ー
ト
『
Ｄ
Ｄ
ク
ラ

ブ
』　

０
８
０
⎝
５
２
１
９
⎠
７
８

３
４

　

剣
道
の
修
練
に
よ
り
心
と
身
体

を
鍛
え
、
感
謝
と
思
い
や
り
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す
。

　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
６
時
30

分
∼
８
時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
６

時
∼
８
時　

水
城
小
学
校
体
育
館

　

幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生　

山や
ま

口ぐ
ち

和か
ず

俊と
し

剣
道
教
士
七
段
ほ
か　

入
会

金
１
千
円
、
月
会
費
２
千
５
０
０

円　

・　

髙た
か

田だ

知と
も

彦ひ
こ　

０
８
０⎝
５

６
０
５
⎠８
２
５
９

　

か
な
、
漢
字
を
初
歩
か
ら
学
べ

ま
す
。初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。

　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
前
９

時
30

分
∼
11

時
30

分　

プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府　

池い
け

本も
と

直な
お

代よ

さ

ん　

15

人　

月
２
千
５
０
０
円

　

・　

山や
ま

口ぐ
ち

律り
つ

子こ

☎⎝
９
２
２
⎠１
０

０
２

　

健
康
に
な
る
た
め
の
ク
ラ
ブ
で

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

　

・　

毎
週
火
曜
日
午
後
０
時
∼

２
時
：
体
育
セ
ン
タ
ー⎝
白
川
⎠、

毎
週
木
曜
日
午
後
０
時
∼
２
時
：

南
体
育
館　

月
会
費
１
千
５
０
０

円　

・　

宗
☎
⎝
９
２
５
⎠
０
６
３

３
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九州国立博物館　総務課　坂口健（市職員）

７月は特別展「室町将軍展」が始まります。

室町幕府は、14～16世紀の京都を拠点とした武家政権です。

歴代の将軍は武家の棟梁にふさわしい勇猛さや文化的教養を備

えた人物でした。この特別展では、将軍の肖像やゆかりの文化財

から、室町幕府の栄枯盛衰と個性あふれる将軍たちの魅力に迫

ります。

今回は、銀閣の建立で有名な８代将軍足
あし

利
かが

義
よし

政
まさ

が愛蔵した

「青
せい

磁
じ

輪
りん

花
か

茶
ちゃ

碗
わん

 銘　馬
ば

蝗
こう

絆
はん

」をご紹介します。

「義政は破損したこの茶器を中国・明に送って代替品を求めた

が、これほどの優品を作る技術は中国でも失われており、かすが

い（コの字型の釘）で補修して返送された」という伝説のある逸

品。底部に見える茶色い線がかすがいです。「馬蝗絆」の名は、補

修跡を馬の背中に止まったイナゴ（蝗）に見立てたことに由来し

ます。明ですら作れないという逸話と特異な補修跡の魅力は、こ

の茶器の名声を更に高めました。

私の恩師は「こんな補修をして返す大胆さが面白い」と言って

いました。補修前は何と呼ばれていたのかにも興味を惹かれま

す。皆さんはこの茶器から何を感じますか？　補修跡だけでな

く、将軍を魅了した青磁の美しさも必見です。

7月の展示情報
＜特別展（３階特別展示室）＞

   ○ 室町将軍―戦乱と美の足利十五代―

 会期：７月13日㈯～９月１日㈰

＜特集展示（４階文化交流展示室）＞

   ○ 館蔵名品展「更
さら

紗
さ

 生命の花咲く布」

 会期：７月30日㈫～10月20日㈰

☆毎週金曜・土曜は午後８時まで夜間開館実施中☆

 詳しくは九博ホームページ

 （    www.kyuhaku.jp）をご覧ください。

重要文化財　青磁輪花茶碗　銘　馬蝗絆

中国・南宋時代13世紀　東京国立博物館所蔵

な
か
ま
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
講
座

ダ
イ
エ
ッ
ト
・

リ
ハ
ビ
リ
教
室

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

き
さ
ら
ぎ
会
｟書
道
教
室
｠

剣
道
道
場 

太
宰
府
心
聖
会

＜Let’s 環境マナーアップ！＞～所有地の草木等のお手入れはご近所の迷惑になる前に～
問い合わせ  環境課環境保全係　（☎内線308）

問
い
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わ
せ
は
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へ
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い
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せ
は
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問
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催
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こころの相談

内容：こころの悩みや不安の相談を精神科医師がお受けします。

日程：第4水曜日（祝日は別日に変更。お知らせカレンダー参照）

　　　　①13：00～　　②13：40～　③14：20～

場所：保健センター　※前日までに要予約

問い合わせ：元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

休日在宅当番医

期日 科目 電話番号所在地病医院名

7/7

（日）

7/14
（日）

7/15
（月・祝）

7/21
（日）

7/28
（日）

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

大野城市白木原3-8-16

春日市須玖北4-5

春日市上白水1-19

春日市須玖北4-5

那珂川市中原3丁目127-2階E1

太宰府市都府楼南2-1-1

筑紫野市湯町3-13-1

筑紫野市針摺西1-6-7

筑紫野市湯町3-13-1

筑紫野市紫4-1-10

那珂川市王塚台1-21-1

大野城市白木原5-1-15

大野城市瑞穂町1-1-5

那珂川市片縄3-81

太宰府市五条2-23-8

大野城市山田2-17-25

春日市小倉東1-61

筑紫野市美しが丘南6-2-2

春日市小倉東1-61

筑紫野市紫1-25-5

筑紫野市二日市中央5-15-13

筑紫野市俗明院1-1-1

太宰府市五条2-5-20

筑紫野市俗明院1-1-1

筑紫野市二日市中央4-12-6

☎(581)1421

☎(573)6622

☎(591)1231

☎(573)6622

☎(555)3663

☎(925)5918

☎(923)1551

☎(925)7822

☎(923)1551

☎(928)1103

☎(952)3731

☎(581)1631

☎(572)7288

☎(952)8888

☎(921)2511

☎(581)3695

☎(581)0431

☎(926)8330

☎(581)0431

☎(922)3164

☎(922)3076

☎(921)1011

☎(929)5353

☎(921)1011

☎(924)3531

井本内科小児科医院

福岡徳洲会病院

野北外科胃腸科医院

福岡徳洲会病院

女性クリニックみのり

鶴田内科医院

済生会二日市病院

たかやま肛門・胃腸・
外科クリニック

済生会二日市病院

西尾産婦人科医院

かじやま内科クリニック

原病院

金澤整形外科医院

諸岡整形外科病院

牛島産婦人科医院

佐野クリニック

自衛隊福岡病院

徳永外科医院

自衛隊福岡病院

永川産婦人科医院

樋口医院（筑紫野市）

福岡大学筑紫病院

渡辺整形外科クリニック

福岡大学筑紫病院

早瀬川医院

※診療時間は、午前9時～午後5時です。往診はしません。
※午後5時から翌朝午前9時までの当番医は、消防署[☎(924)4119]へお尋ね

ください。 
※当番医は急に変更される場合もあります。当番医が変更になっていないか、ま

た、診療可能な症状かどうかを、あらかじめ医療機関に必ず電話で確認して
ください。また、病院の状況により受付終了時間が早くなる場合があります。

※医療機関を受診すべきか迷った場合は「在宅患者救急時電話相談事業」をご
利用ください。（☎：♯を押して7119または092-471-0099）

※診療費とは別に料金がかかる場合があります。詳しくは病院へお問い合わせ
ください。

小児科の夜間・休日救急診療

区分 曜　　日 診療時間 担当病院 所在地・電話番号

夜
間

火・木・土曜日

7/7（日）
7/14（日）
7/21（日）
7/28（日）

午後5時
 ～  11時

午前9時
～午後11時

月・水・金曜日

7/15（月・祝）
7/28（日）

午後5時
 ～  11時

午前9時
～午後11時

福岡
徳洲会
病院

春日市須玖北
4丁目5番地
☎（573）6622

福大
筑紫病院

筑紫野市
俗明院一丁目
1番1号
☎（921）1011

休
日

夜
間

休
日

※受付時間は午後10時30分までですが、診療体制により早く
終了することがあります。事前に電話で確認をお願いします。

※土曜日の午後1時～5時と各曜日の午後11時以降は各病院
（月・水・金曜日は福岡大学筑紫病院、火・木・土曜日は福岡徳
洲会病院）の救急診療部の医師が診療する場合があります。

※診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療部の
医師が診療する場合があります。

※小児救急医療電話相談（☎：#を押して8000）

歯科休日急患診療

休日の急な歯痛などの場合に応急処置治療を行います。

診 療 日
日曜日、祝日、盆、
年末年始（12月30日～1月3日）

診療時間
午前9時～午後4時受付
（昼休みは午後0時30分～午後1時）

名 称
口腔保健センター
ちくし休日急患歯科診療所

所 在 地

電話番号

春日市春日原北町一丁目3-6
筑紫歯科医師会館内　☎(571)0118

母子健康手帳交付 －市民対象－

○受付日時 ：毎週火曜日 （休日を除く。）
　　　　　　　　　午前 9 時 20 分～ 9 時 40 分

※受付後、随時個別相談を行い、午前９時45分頃

から約30分間、母子健康手帳や妊婦健康診査補

助券などの説明を行います。

※受付時間内に来所できない妊婦さんは、ご連絡

をお願いします。

○持ってくるもの
・妊娠届出書・上のお子さんの母子健康手帳
・①または②をそろえて
①マイナンバーカード（顔写真付きＩＣカード）

またはその写し
②個人番号の通知カードまたはその写しと運

転免許証またはパスポートなど
※代理人は委任状などが必要です。詳細は市ホー

ムページでご確認ください。

○連絡先および交付場所
元気づくり課（保健センター）☎(928)2000　
（五条三丁目1－1　いきいき情報センター1階）

電話番号　♯ 8000

　　　 または☎（661）0771

子どもの急な病気（発熱・下痢・吐く・けいれん・ひきつけ等）に、
看護師または必要に応じて小児科医が保護者からの相談に応じます。

相談時間　午後７時～翌朝午前７時／土曜日　正午～翌朝午前７時／日祝日　午前７時～翌朝午前７時

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 38広報だざいふ 2019.7.1 （令和元年）



市内の交通事故 （件）

4月分 H30累計比H31累計

発生件数 21

0

31

152

1

209

±0

+1

+14

死　　　者

傷　　　者

市人口の動き

人   口 71,850 人　 ( +57)

　　男 34,454 人　 ( +38)

　　女 37,396 人　 ( +19)

世帯数 31,761 世帯 ( +41)

平成31年5月末
(　　　)は前月差

今月の水道修理当番

期間
（曜日）

修理
当番業者

電話番号

昼 夜間

7月1日㈪
～10日㈬

㈱筑紫商会

☎(923)2569

7月11日㈭
　～20日㈯

㈱吉竹
設備工業

7月21日㈰
　～31日㈬

㈱カワキタ

☎(501)0188
090(5749)

7719

☎(921)1155
080(4122)

2438

固定資産税・都市計画税・・・２期

国民健康保険税・・・・・・・・・・２期

介護保険料・・・・・・・・・・・・・・２期

後期高齢者医療保険料・・・・１期

※納付は便利な口座振替をご利用
　 ください。

1〜2

3 （保）3歳児健診（2016年5/25～6/19生まれ）

4

6〜7

13〜15

（保）男性のお腹すっきり！料理教室（10:00～13:00）

（保）乳幼児健康相談　（受付13：15～14：30）

水

水

木

木

5

7月

問い合わせ
（保）→元気づくり課（保健センター）　☎（９２８）２０００
（子）→元気づくり課（子育て支援センター）　☎（９１９）６００１
（高）→高齢者支援課（包括支援係）　☎（９２９）３２１０
（環）→環境課（ごみ減量推進係）　☎内線３６２

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、65歳～69

歳、総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70～74歳

以上、総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～

14:50）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65歳～69

歳、いきいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00

～13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、70歳～74歳、い

きいき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～

14:50）

（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレーニン

グ、65歳～74歳、いきいき情報センター）13：30～14：

20（受付13：00～13：30）

（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレーニン

グ、75歳以上、いきいき情報センター）14：30～15：20

（受付14：00～14：30）

12

16

8

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、75歳～79

歳、総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、

総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

11

9

（保）4か月児健診（2019年2/21～3/10生まれ）10

金

金

月

（高）すこやか相談（要予約、口腔、栄養、保健）（9:30～

12:00）

（保）すこやか相談（要予約）（9:30～11:00）

（保）マタニティクッキング（要予約）10:00～12:00（受付

9:45～10:00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～79

歳、いきいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00

～13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、80歳以上、いき

いき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～

14:50）

（保）3歳児健診（2016年6/20～7/5生まれ）

（保）男性のお腹すっきり！料理教室（10:00～13:00）

（保）1歳6か月児健診（2017年12/5～12/24生まれ）

※業務内容によっては取り扱いできないものもあります。

取扱業務・問い合わせ

○住民票の写し、印鑑証明、戸籍の記録事項証明等　市民課（☎内線304）

○所得証明、課税証明等　税務課（☎内線330）

今月は13日㈯・27日㈯の
午前９時から正午まで開庁します。

毎月第２・４土曜 窓口サービス実施中毎月第２・４土曜 窓口サービス実施中

火

火

18

22

木

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、70歳～74

歳、総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65～69歳

以上、総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～

14:50）

（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレーニン

グ、75歳以上、いきいき情報センター）13：30～14：20

（受付13：00～13：30）

（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレーニン

グ、65歳～74歳、いきいき情報センター）14：30～15：

20（受付14：00～14：30）

（保）マタニティクラス（要予約）14:00～16:00（受付：13:45

～14:00）

19

火

（保）ピッカピッカ歯科教室(要予約）10:30～12：00、13：30

～15：00（受付10：15～10：30、13：15～13：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70歳～74

歳、いきいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00

～13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、65歳～69歳、い

きいき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～

14:50）

26

金

20 土

金

（子）ママ・ぷれママひろば（要予約）（10:00～11:30）

（保）モグモグカミカミ離乳食教室（要予約）14:00～16:00

（受付：13:45～14:00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、

いきいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00～

13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、75歳～79歳、い

きいき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～

14:50）

（保）すこやか相談（要予約）（13:30～15:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、80歳以上、

総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～79

歳、総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

日

17

24

27〜31

21

木

（保）4か月児健診（2019年3/11～3/31生まれ）

（環）環境美化センター日曜開放（9:00～12:00）

25

23

月

水

小 児 救 急 医 療 電 話 相 談
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青く塗った部分が、

休止符（ダ）です。

白抜きの種字が

「　カーン」です。

破線部分は折れた際に

粉砕して不明のため、

想定復元しています。

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

　

太
宰
府
市
の
北
東
部
に
そ
び
え
る
宝
満

山
の
山
裾
に
は
竈
門
神
社
が
あ
り
ま
す
。

竈
門
神
社
は
近
年
、
縁
結
び
の
神
様
と
し

て
若
い
女
性
を
中
心
に
参
拝
者
が
増
え
て

お
り
、
そ
の
数
は
10

万
人
に
も
届
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
賑
わ
う
参
道
か
ら
少
し
外
れ
て
、

式
部
稲
荷
社
の
西
側
に
あ
た
る
小
高
い
丘

に
石
造
物
が
ひ
っ
そ
り
と
集
中
し
て
い
る

一
角
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
石
造
物

群
の
な
か
の
１
つ
で
あ
る
板
碑
を
紹
介
し

ま
す
。
日
あ
け
地
蔵
堂
に
向
か
っ
て
左
裏

に
あ
る
こ
の
板
碑
は
花
こ
う
岩
で
つ
く
ら

れ
た
石
製
板
碑
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
塔

身
部
分
が
折
れ
た
た
め
、
補
修
さ
れ
て
い

ま
す
。
台
座
か
ら
の
高
さ
１
６
３
㎝
、
下
部

最

大

幅
38

㎝
、
最
大
厚

30

㎝
。
頂

部

は
山
形
と
し
て
そ
の
下
部
に
二
重
線
と
額

部
を
設
け
る
と
い
う
、
板
碑
の
典
型
的
な

特
徴
を
良
く
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
下
に

縦
長
の
塔
身
と
基
礎
が
あ
り
、
塔
身
の
平

面
上
部
に
梵
字
の
種
字
⎝
文
字
⎠
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
太
宰
府
市
周
辺
で
、
こ
れ
だ
け

の
大
き
さ
で
な
お
か
つ
、
き
ち
ん
と
石
の

複
数
の
面
を
整
形
加
工
し
て
作
ら
れ
た
板

碑
は
少
な
く
、
貴
重
で
す
。
太
宰
府
周
辺
の

大
多
数
の
板
碑
は
、
自
然
石
の
形
の
ま
ま

で
、
１
面
の
み
を
整
形
し
て
利
用
し
た
長

さ
50

㎝
以
下
の
小
さ
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
板
碑
の
塔
身
に
は
、
蓮
の
花
が
表

現
さ
れ
た
蓮
座
の
上
に
不
動
明
王
の
梵
字

の
種
字
‹　
　

カ
ー
ン
›
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。
蓮
座
も
き
ち
ん
と
彫
っ
て
あ
り
、
堅
く

て
加
工
が
難
し
い
花
こ
う
岩
製
の
板
碑
と

し
て
は
丁
寧
な
作
と
言
え
ま
す
。
こ
の

種

字

を

カ
ー
ン
と

み

る

と
、

興
味
深
い

の
は
そ
の

種
字
の
下

に
休
止
符

‹
ダ
›
が
つ

い
て
い
る

こ
と
で
す
。

こ

れ

は
、

本
来
は
陀
羅
尼
や
真
言
と
い
っ
た
文
章
の

終
わ
り
を
示
す
記
号
な
の
で
す
が
、
種
子

の
終
わ
り
に
つ
く
場
合
は
、
そ
の
仏
・
菩

薩
の
功
徳
を
衆
生
に
施
与
す
る
意
味
を
強

く
表
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
不

動
明
王
は
密
教
の
本
尊
で
あ
る
大
日
如
来

の
化
身
で
、
密
教
を
は
じ
め
、
修
験
道
で
も

信
仰
さ
れ
、
そ
の
功
徳
は
、
治
病
・
安
産
・

災
害
の
除
去
・
怨
敵
調
伏
・
財
福
を
得
る

な
ど
の
多
く
の
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
板
碑
は
金
剛
兵
衛
の
墓
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
文
献
に
よ

る
と
、
金
剛
兵
衛
と
い
う
刀
鍛
冶
職
人
の

一
派
は
室
町
時
代
中
期
に
は
全
国
的
に
も

有
名
で
し
た
。
こ
こ
宝
満
山
の
山
伏
に
出

自
を
持
つ
鍛
冶
職
人
で
、
こ
の
あ
た
り
に

住
ん
で
い
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま

す
。
金
剛
兵
衛
に
つ
い
て
は
改
め
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
か
ら
史
跡
宝
満
山
に
つ

い
て
本
市
と
筑
紫
野
市
は
共
同
で
史
跡
の

保
存
活
用
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
で
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
元
に
史

跡
の
保
存
活
用
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今

後
も
宝
満
山
や
そ
の
周
辺
の
文
化
財
・
文

化
遺
産
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

 
 

 

文
化
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よ
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ご
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し
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じ
ょ
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に
ち

 

に
ょ
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お
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て
き

ち
ょ
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ぷ
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し
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ど

う

み
ょ
う

 

お
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太

宰

府

の

文

化

財
410

史
跡
宝
満
山
周
辺
の
石
造
物

｟
板
碑
｠

　
　
　
　
　
　

―

伝
金
剛
兵
衛
の
墓

―

　
　
　

鎌
倉
時
代
後
期
∼
南
北
朝

い

た　

び

で

ん

 

こ

ん

 

ご

う

ひ
ょ
う　
　

え
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